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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

1 プラン1　
主体的な学
びを支える
学校教育の
充実

取組1-1　
学力向上
の推進

（1）「知
識・技能」
「思考力・
判断力・表
現力」「学
びに向かう
力、人間
性」の育成
を目指す授
業づくり

①指導主事による各学校への訪問と研修の実
施
「子どもが主体的に学ぶ授業づくり」ととも
に学力向上を目指した授業　改善を図るた
め、指導主事による訪問の実施や、授業改善
研修などを実施します。

・指導主事が幼稚園・小中学校を訪問し、
「子どもが主体的に学ぶ授業」を視点に、授
業づくりや校内研修づくりに関する指導・支
援を行った。
・教育センターが教職員を対象に、学校力向
上（学校づくり）研修と授業力向上（授業づ
くり）研修を実施した。

・学校訪問や要請訪問を通して各学校で取り
組む校内研修への支援を継続的に行ったこと
により、教職員が意欲的に授業改善研修に参
加し、児童生徒が主体的に学ぶわくわくする
授業づくりに取り組む様子を確認できた。
・一方で標準学力検査（NRT）の偏差値は全
国平均50を下回っており、児童生徒の「知識
及び技能」「思考力・判断力・表現力等」が
十分に身についているとは言えない。
・教育センターの研修を教職員のニーズに応
じた多様な教育課題に対応する内容とし、受
講者の対話を積極的に取り入れたことで、学
校力向上研修及び授業力向上研修会へ参加し
た教職員の 98％が、研修内容に対して「有
意義であった」と回答した。

・子どもが主体的に学ぶ授業づくりが今日求
められている「確かな学力」の育成に結びつ
くよう、学校訪問を通して、授業改善に向け
た具体的な指導・支援を工夫するとともに、
学校の現状を勘案しながら校内研修への継続
的な支援を進める。
・標準学力検査（NRT）の結果と分析、授業
改善の方策を学校と引き続き共有するととも
に、知識や技能の習得と活用が効果的に機能
するような授業づくりについて指導・支援を
していく。
・教育センターの研修が標準学力検査
（NRT）の結果改善に効果的に結び付くよ
う、知識や技能の習得と活用が効果的に機能
するような授業づくりの研修を更に工夫する
とともに、NRT活用研修等、必要な研修を悉
皆研修とする。

2 プラン1　
主体的な学
びを支える
学校教育の
充実

取組1-1　
学力向上
の推進

（1）「知
識・技能」
「思考力・
判断力・表
現力」「学
びに向かう
力、人間
性」の育成
を目指す授
業づくり

②児童生徒への学力検査の実施
児童生徒の学力を把握するための方策の一つ
として標準学力検査（ＮＲＴ）を実施し、結
果分析を通して「子どもが主体的に学ぶ授
業」に改善していきます。

・児童生徒の学力を把握するための方策の一
つとして、標準学力検査（NRT）を実施し
た。
・令和7年4月実施の標準学力検査（NRT）
の偏差値が、小学校は全国平均と同程度、中
学校では全国平均を下回ったことを踏まえ
て、「子どもが主体的に学ぶ授業づくり推進
計画（校内研修計画）」の中に、標準学力検
査（NRT）の結果と分析、授業改善の方策を
位置づけた。
・学校訪問において、「子どもが主体的に学
ぶ授業づくり推進計画（校内研修計画）」に
基づく指導・助言を行った。

（No.1のとおり） （No.1のとおり）

3 プラン1　
主体的な学
びを支える
学校教育の
充実

取組1-1　
学力向上
の推進

（2）ＩＣ
Ｔを効果的
に活用した
授業づくり

・「子どもが主体的に学ぶ授業づくり」を日
常的に進めていくために、1人1台のタブレッ
ト端末を活用した授業づくりを支援する要請
訪問や、ＩＣＴ活用授業改善研修、情報教育
研修などを実施します。

・学校からの要請による学校訪問（ＩＣＴ活
用に関する相談対応を含む）とＩＣＴ活用に
関する研修を実施した。
・ＩＣＴ活用に関する研修は、年2回実施し、
夏の研修は学習用端末を活用することで事業
デザインや学習方略が変化していくことを学
んだ。12月は画像作成編集アプリを使い、参
加者自身が情報の共有を体験するとともに、
情報活用能力育成の大切さ、他県での先進的
な取組を改めて学んだ。

・自分の考えをまとめ、発表する場面でＩＣ
Ｔを週1回以上使っている児童生徒の割合が
74.3％（前年比＋10％）であった。
・子どもが主体的に学ぶ授業づくりの実践を
重ねることで、ＩＣＴを授業に活用する機会
が増え、児童生徒が日常的にＩＣＴを活用し
ている。また、学校独自でアプリ等を採用
し、ＩＣＴを活用した授業づくりを推進して
いる学校もあり、多岐にわたって、ＩＣＴの
活用が進んでいる。

令和9年度の学習用端末機器の更新を見据え、
新環境へのスムーズな移行を目的とした、ク
ラウド型学習支援ツールを活用した研修を実
施する。併せて、ICTの活用を今後も児童生徒
の状況等に応じて適宜実施することができる
よう、新規採用や市外からの転入の教職員を
含めた教職員全体のICTスキルについて、研修
の実施やサポート体制の維持を通じて維持・
底上げを図る。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

4 プラン1　
主体的な学
びを支える
学校教育の
充実

取組1-2　
特色ある
学校教育
の推進

（1）コ
ミュニ
ティ・ス
クールと小
中一貫教育
の仕組みを
いかしたカ
リキュラ
ム・マネジ
メントの推
進

・特色ある学校づくりを推進するためのカリ
キュラム・マネジメントが行えるよう、訪問
による支援や研修を実施します。

・学校の管理職がコミュニティ・スクールと
小中一貫教育を基にしたスクール・マネジメ
ントについて学ぶために「学校づくり研修
会」を開催するとともに、管理職を対象とし
た「スクールマネジメント訪問」の中で、管
理指導主事等が現状や課題を聞き取りなが
ら、指導・助言した。
・幼稚園・小中学校がコミュニティ・スクー
ルや小中一貫教育の仕組みをいかし、特色あ
る学校づくりに取り組んだ。
・目指す子どもの姿を実現するため、「夢・
志チャレンジスクール事業」に学校・保護
者・地域が一体となって取り組んだ。また、
その活動費を支援した。

・教育センターの学校づくり研修会へ参加し
た教職員の97.8％が、研修内容に対して「有
意義であった」と回答した。
・全ての学校が「夢・志チャレンジスクール
事業の取組は、目指す子ども像の実現に有効
であった」と回答した。学校運営協議会から
も事業に対して、肯定的な評価が寄せられ
た。
・全ての学校が、コミュニティ・スクールや
小中一貫教育の仕組みを生かしながら、カリ
キュラム・マネジメントに取り組んだ。柔軟
な特色ある教育課程を編成することで、子ど
もと教職員に時間のゆとりを生み、教育の質
の向上に繋がっている。一方で、コミュニ
ティ・スクールについては委員のなり手不足
やマンネリ化を心配する声も一部の学校から
ある。

・「コミュニティ・スクール」「小中一貫教
育」「夢・志チャレンジスクール事業」の３
つを取りまとめた「地域とともにある学校づ
くり実践報告書」を各学校で作成する。学校
間で内容を共有できるよう情報提供を行い、
指導・助言を行う。
・今後も、各学校において、様々な地域資源
を活用し、カリキュラム・マネジメントに取
り組むことができるよう、教育センターの学
校づくり研修など、良い実践をするための研
修を充実し、学校訪問による指導を継続す
る。
・コミュニティ・スクールについては、コロ
ナ禍以前に実施していた「学校運営協議会代
表者懇談会」のような運営上の課題解決や情
報共有を行う場を設けることで、学校と地域
の関係の希薄化を防ぎ、連携を深めることが
できないか学校とともに検討する。

・各地域から推薦のあった地域学校協働活動
推進員155人を委嘱し、同推進員の資質向上
のため、各広報媒体の特性や広報紙作成のポ
イントについて学ぶ「広報スキルアップ研
修」のほか、地域学校協働本部とコミュニ
ティ・スクールについて学ぶ「コーディネー
ター研修会」、「ウェルビーイングな学校づ
くり研修」を開催した。
・地域青少年育成会議実践事例発表及び意見
交換会を開催し、3つの育成会議から各育成会
議の取組とその広報について紹介いただいた
のち、各育成会議の取組状況や課題等につい
て情報共有や意見交換を行った。今年度も、
中学生にも参加を呼びかけ、取組における子
どもたちの生の声を聞く機会とした。参加者
からは、「子どもの姿が全面的に出ており良
かった。広報活動の工夫もわかり、勉強に
なった。」「他の育成会議の実情が聞けて大
変参考になった。」などの声があった。
・青少年育成会議の広報紙「つなぐ」を年2回
発行し、市ホームページに掲載するととも
に、広報上越の配布に併せて町内へ回覧する
ほか、公民館にも配置する。

・地域学校協働活動推進員の代表者による
「コーディネーター委員会」で研修のテーマ
や進め方について意見交換を行い、次年度に
反映できているほか、広報紙「つなぐ」につ
いても、研修会で学んだことを生かしながら
作成するなど、地域学校協働活動推進員のス
キルアップ及び事務局との連携は着実に進ん
でいる。
・地域青少年育成会議実践事例発表及び意見
交換会では、中学生の参加も得られるなど、
子どもたちの生の声を聞きながら、各育成会
議の取組状況等に関する情報共有と取組のブ
ラッシュアップに向けた意見交換が進んでい
る。
・広報に関する研修会を通じて、広報紙「つ
なぐ」や各育成会議の広報紙の作成に対する
意識とスキルの向上が図られた。

・地域学校協働活動推進員の意見や課題と感
じている点を踏まえた次年度の計画立案を行
い、活動に必要な知識やスキルを身に付ける
ための研修会や意見交換会を通じた同推進員
の意識と意欲の向上を図る。
・地域青少年育成会議実践事例発表及び意見
交換会の開催を通じて、中学生の生の声を聞
く機会や地域学校協働活動推進員が各育成会
議の取組状況や課題等について意見交換を行
う場を設けることで、好事例の共有と活動の
伸長を図る。
・地域の担い手不足や取組事業における参加
者の伸び悩みに課題を感じている地域青少年
育成会議があることから、引き続き、育成会
議の広報紙「つなぐ」の発行や、市ホーム
ページでの活動紹介等を行い、育成会議の周
知に努める。

5 プラン1　
主体的な学
びを支える
学校教育の
充実

取組1-2　
特色ある
学校教育
の推進

（2）学
校・家庭・
地域が連
携・協働し
た地域ぐる
みの教育の
推進

・「地域の子どもは地域で育てる」という意
識の醸成を図るため、地域と学校をつなぐ役
割の地域学校協働活動推進員（地域コーディ
ネーター）の活動を支援します。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

6 プラン1　
主体的な学
びを支える
学校教育の
充実

取組1-2　
特色ある
学校教育
の推進

（3）学
校・地域が
連携した青
少年健全育
成の推進

①街頭指導活動の実施
・青少年の非行を防止し、地域での健全な活
動を支援するため、町内会や関係団体から選
出された青少年健全育成委員による街頭指導
活動を実施します。

・年度当初の研修会で、街頭指導の心構えや
留意点、日誌の記入の仕方等についての共通
理解を図るとともに、班毎に情報交換を行っ
て具体的な声かけの仕方やコースを確認し
合った。
・10班での街頭指導を月2回行うとともに、
青色パトロール車での巡回指導を1・2月を除
く月3回に拡充して実施した。

・年度当初の研修会「青少年健全育成の意義
と街頭指導の心構え」を実施することで、街
頭指導の仕方について共通理解を図ることで
的確な声かけが増え、信頼関係が構築され
た。
・街頭指導をほぼ計画通り実施することがで
き、延べ530人の委員が参加し、青少年への
「注意」「指導」が130人、「挨拶や「愛の
一声」による声かけ人数は9,271人であっ
た。元気な挨拶を返してくる青少年が多く見
られ、非行防止の一助となるとともに地域に
おける青少年健全育成意識の醸成の一助と
なった。
・年間２回の特別街頭指導には、高校や警察
等の15機関・団体の37人の参加があり、協
働した指導により規範意識やマナーの向上に
つながった。

・年度当初の研修会で、街頭指導の心構えや
留意点、日誌の書き方等についての共通理解
を図るとともに、指導コース毎に情報交換を
行い、課題に応じた具体的な対応を確認し合
う。
・継続的な街頭指導の実施及び青色パトロー
ル車による巡回指導の充実を図るとともに、
警察署や少年警察ボランティア、高等学校と
連携した特別街頭指導を実施し、青少年の規
範意識やマナーの向上を促しながら、健全育
成に寄与する。

7 プラン1　
主体的な学
びを支える
学校教育の
充実

取組1-2　
特色ある
学校教育
の推進

（3）学
校・地域が
連携した青
少年健全育
成の推進

②特別街頭指導の実施
・学校、地域、関係機関等が連携し、青少年
の通学時のマナーや安全について指導するた
めに、合同による特別街頭指導を実施しま
す。

青少年の通学時のマナーや安全について指導
するため、学校、地域、関係機関等が連携
し、合同による特別街頭指導を年２回実施し
た。

（No.6のとおり） （No.6のとおり）

8 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-1　
全ての子
どもの学
びの保障

（1）いじ
めや不登校
に悩む児童
生徒や保護
者、教職
員、学校へ
の支援体制
の充実

①いじめや不登校に悩む児童生徒への支援
＜初期段階の実態把握＞
・電話相談「子どもほっとライン」を開設
し、児童生徒や保護者等のいじめや不登校な
どの悩みに対し、問題の解消や改善が図れる
ように援助・助言します。
・いじめや不登校に悩む児童生徒や保護者、
教職員の悩みの早期解決のため、学校訪問カ
ウンセラーによる教育相談を実施し、相談に
乗り、助言します。
＜課題解決への支援＞
・不登校児童生徒を対象とした教育支援室を
開設し、個別指導や体験学習を行うことで、
自己肯定感を高めるとともに自律心を育て、
社会的な自立を目指します。
・生徒指導支援員を中学校に配置し、生徒に
対してきめ細かな対応を行うなど、教職員の
取組を支援することで生徒が他者と関わるた
めの足掛かりをつかむことができるようにし
ます。

・年中無休、24 時間対応の電話相談「子ど
もほっとライン」を開設し、子どもやその保
護者、家族の悩みや問題の解消を支援した。
・学校訪問カウンセラー10 人が、小学校 44 
校を定期的（毎週 1 回19 校、隔週 1 回 25
校）に訪問し、児童や保護者、教職員との相
談に対応したほか、緊急の心のケアなど、学
校からの要請による訪問相談にも対応した。
・不登校児童生徒を対象とした教育支援室を
平日、北・南の 2 教室開設した。指導員を各
教室に 2 人配置するとともに、利用者の増加
に対応して臨時の指導員を5人配置し、利用者
の学習や活動を支援した。

・電話相談「子どもほっとライン」では、家
族関係や健康・成長不安、いじめや友人関係
に関する相談が、休日、夜間から朝の時間帯
にかけて多くあり、丁寧な傾聴と助言を通し
て、相談者の負担軽減や心の安定に寄与して
きた。
・学校訪問カウンセラーが小学校を定期的に
訪問したことで、児童、保護者の悩みに早期
に寄り添うことができた。また、事故発生時
等の要請訪問では丁寧に児童生徒に寄り添
い、心のケアができた。
・2教室の教育支援室には、75名の児童生徒
が通室し、自信を回復し、将来自立していく
力を育むことができた。

・学びに接続できない児童生徒がゼロになる
ことを目指し、次の取組を行う。
・学校内での支援として、生徒指導支援員を
配置するなどし、SSR（校内教育支援セン
ター）の設置の推進を図る。また、家庭と学
校をつないだオンライン学習や放課後登校
等、児童生徒が学校の学びと接続できるよ
う、各学校に働きかけを行う。
・学校外での支援として、不登校児童生徒に
とって安心して過ごせる居場所として教育支
援室の役割が高まる中、教育支援室を３教室
に増設する。増設する１教室は学びの多様化
学校に併設し、学びの多様学校を体験できる
場としても活用する。また、フリースクール
等と連携し、こどもの居場所の周知を図る。
・児童生徒が前向きに登校し、教職員もやり
がいをもって一人一人が生きる学校づくりに
ついての方策を探り、学校の取組を支援して
いく。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

9 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-1　
全ての子
どもの学
びの保障

（1）いじ
めや不登校
に悩む児童
生徒や保護
者、教職
員、学校へ
の支援体制
の充実

②学校や教職員の指導体制への支援
・「上越安心サポートチーム（ＪＡＳＴ）」
を設置し、学校だけでは解決が困難なケース
に対し、学校が主体となって早期解決を図る
ことができるよう、学校や教職員への支援を
充実させます。
・カウンセリング研修会を開催し、教職員の
ニーズや教育課題に対応したカウンセリング
や教育相談等の研修を行うなど、学校や教職
員が主体的に指導に取り組めるよう、指導・
助言を充実させます。

・学校からの要請に応じて、ＪＡＳＴ（じょ
うえつあんしんサポートチーム）による相談
受理と対応を行った。対応困難な事例に対し
ては、学校や児童生徒、保護者と面談を行
い、それぞれの児童生徒に応じた居場所づく
りを支援した。
・学校現場の教育課題や教職員のニーズに応
じて、カウンセリングに役立つ教育相談や不
登校対応、特別支援教育に関する研修会を開
催した。各講座とも研修内容に対する参加者
の評価は満足度100％であった。

（No.8のとおり） （No.8のとおり）

10 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-1　
全ての子
どもの学
びの保障

（2）特別
な支援を要
する児童生
徒や保護
者、教職
員、学校へ
の支援体制
の充実

①特別な支援を必要とする児童生徒や保護者
への早期支援
・上越市就学支援委員会による幼児･児童生徒
の就学相談を行います。
・就学アドバイザーによる園訪問を実施し、
子どもの状態に応じて教育相談や助言を行い
ます。

・就学相談の対象となった幼児、児童生徒に
ついて就学支援委員会で審議を行い、判断結
果を基に保護者と就学相談を実施した。
・就学アドバイザーが保育園等を訪問し、子
どもの状態に応じて教育相談を実施した。

・就学支援委員会において、一人一人の慎重
な意見聴収と検討を実施したことにより、
ニーズに応じた適切な支援につなげることが
できた。
・ＬＤ通級指導教室において、児童生徒に適
切な指導が行われたことにより、学習意欲と
学力の向上が図られた。また、ＬＤ指導員の
研修と情報交換会を実施したことにより、子
どもへの適切な関わり方などのＬＤ指導員の
指導技術が向上した。
・介護員を配置し、特別支援学級に在籍する
児童生徒への援助を行ったことで、児童生徒
の安全かつ安心できる学校生活の実現に寄与
した。
・相談体制を整備することで、児童生徒の
ニーズに応じて学習や集団参加を充実させる
ことができた。教育補助員、介護員、学校看
護師が連携することで、児童生徒の安全・安
心や自立を支える取組に効果があった。
・個別の指導計画を活用しながら、自立活動
を指導したことにより、一人一人の子どもの
学習上又は生活上の困難な状況の改善が図ら
れた。

・引き続き、就学支援委員会を実施し、早期
からの一貫した相談や支援の充実を図る。
・各学校の児童生徒の様子や対応状況を確認
し、実態に合わせて、LD通級指導教室の設置
や教育補助員、介護員、学校看護師の適切な
配置を行う。
・児童生徒の生活上の困難な状況の改善が図
られていくよう特別支援教育コーディネー
ター研修等の機会を捉えて個別の指導計画の
作成を指導・支援するとともに、学校訪問の
際に個別の指導計画に基づいた児童生徒への
対応について指導する。

11 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-1　
全ての子
どもの学
びの保障

（2）特別
な支援を要
する児童生
徒や保護
者、教職
員、学校へ
の支援体制
の充実

②学校や教職員の指導体制への支援
・ＬＤ（学習障害）通級指導教室を設置し、
特性に応じた個別指導を行います。（R3 8校
8教室）
・指導主事が以下の訪問を行い、指導・助言
します。
＊自立活動の充実のために、特別支援学級巡
回訪問を実施します。
＊校内支援体制強化のために、学校訪問を行
います。
＊発達障害等のある児童生徒に関する巡回相
談を行います。
・一人一人のニーズに応じた支援ができるよ
うに、教育補助員や介護員、学校看護師を配
置します。
・現場のニーズに合わせた特別支援教育に関
する学校教職員研修やＬＤ指導員研修、教育
補助員・介護員・学校看護師の研修を実施し
ます。

・ＬＤ（学習障害）通級指導教室設置校の8校
にＬＤ指導員を1人ずつ配置し、児童生徒が週
2～3時間の指導を受けられるよう取り組ん
だ。
・児童生徒のニーズに応じた支援が提供でき
るように、指導主事や巡回相談員による相談
体制を整備した。
・通常の学級に在籍する特別な支援を要する
児童生徒に対して、担任の補助者として教育
補助員を小学校6６人、中学校36人配置し
た。教育補助員が学習指導や学習補助等を行
い、児童の授業への参加や学習理解の充実を
進めた。
・支援が必要な小中学校に介護員（小学校：
94人、中学校：26人）を配置し、安全かつ
安心できる学校生活を実現できるように特別
支援学級に在籍する児童生徒への援助を行っ
た。
・教育補助員、介護員のスキルアップを図る
ため、研修会を年2回行った。また、ＬＤ通級
指導教室を利用している児童生徒に学習意欲
の向上や困難さの改善を図るため、ＬＤ指導
員の研修会を年2回行った。

（No.10のとおり） （No.10のとおり）
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

12 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-1　
全ての子
どもの学
びの保障

（2）特別
な支援を要
する児童生
徒や保護
者、教職
員、学校へ
の支援体制
の充実

③学校と関係機関との連携強化に向けた支援
・学校に対し、児童生徒の特性に応じた「個
別の教育支援計画」作成・運用に関する指
導・助言を行います。

・学校に対し、児童生徒の特性に応じた自立
活動の充実のための「個別の教育支援計画」
「個別の指導計画」の作成・運用に関する指
導・助言を行った。

（No.10のとおり） （No.10のとおり）

13 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-1　
全ての子
どもの学
びの保障

（3）学校
生活で日本
語指導・支
援が必要な
児童生徒や
保護者、教
職員、学校
への支援体
制の充実

・日本語支援が必要な児童生徒に対して、上
越国際交流協会と協働しながら、日本語指
導・支援講師を派遣し、授業中等に日本語の
指導・支援を個別に行います。
・日本語の理解が難しい児童生徒が多数在籍
する学校に日本語支援員を配置し、学校生活
の支援や日本語の指導・支援を行います。
・上越教育大学の院生及び学生による学校実
習やボランティアを活用し、日本語指導・支
援が必要な児童生徒へ個別の支援を行う。

・日本語指導が必要な児童生徒に対し、学校
の要請に応じた日本語支援講師の派遣（上越
国際交流協会）や日本語支援員の配置継続を
行った。
・外国につながる子どもを初めて受け入れる
学校であっても、 教職員が組織的に支援でき
るよう、当市独自の「小・中学校向け受入れ
資料（ガイドライン）」を年度当初に発出・
周知した。
・全ての対象校が日本語支援事業実施に係る
大切な情報や日々の悩み、困りごとを共有
し、解決策を学ぶ連絡会を年２回実施した
（第１回６月、第２回10月）。
・小・中学校教職員を対象に、多文化共生を
テーマとした市教育センターの研修講座を実
施した（７月）。
・地域団体（わくわくクラブ）と連携した中
学校生徒への学習支援事業(スタサポ)は、退職
教員や上越教育大学の院生の協力を得なが
ら、年度初から毎週土曜日と長期休業を活用
して切れ目なく行うことができた。

・日本語支援事業については、支援講師に教
職経験者が増えたことにより、日本語と教科
の両方の視点が取り入れられ、児童生徒の日
本語力に応じた日本語支援が計画的に進めら
れている。
・外国につながる児童生徒に対し、学校が職
員組織を生かして全校体制で支援に当たる体
制ができつつある。
・学習支援事業（スタサポ）については、少
人数制によるきめ細やかな支援や講師の作成
する独自教材（生徒の母国語と英語、日本語
を対比させた学習用語の説明シート） 等によ
り、参加者からは好評であり、各教科の学習
内容への理解も深まっている。

・外国につながり、日本語指導を要する児童
生徒の就学は今後も増加傾向が続くと見込ま
れる。引き続き上越国際交流協会、上越教育
大学等との関係機関と連携し、中長期的な見
通しのもと、一定の質の指導や支援が実施で
きるような仕組みづくりに取り組んでいく。
・令和7年度から実施した外国につながる生徒
への学習支援事業（スタサポ）について、小
学5・6年生に対象を拡大し、支援を行ってい
く。

14 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-1　
全ての子
どもの学
びの保障

（4）義務
教育終了後
に困難を抱
える若者へ
の支援体制
の充実

①若者の居場所「Ｆｉt」の運営
・義務教育終了後の支援の場として、相談電
話「若者ほっとライン」、若者の居場所「Ｆ
ｉt」等の事業を運営し、不登校やひきこもり
等の困難を抱える若者を支援します。

・電話相談「若者ほっとライン」や若者の居
場所「Ｆｉｔ」を運営し、不登校やひきこも
り等の困難を抱える若者の相談対応などを
行った。
・支援を紹介する広報活動を行ったほか、若
者育成支援に取り組む関係機関に「Ｆｉｔ」
の役割を紹介し、支援を必要とする若者が
「Ｆｉｔ」に結び付くように取り組んだ。
・各学校やフリースクール、CoCoMo、学校
教育課等と連携し、必要な情報を収集して対
応した。

・広報活動や関係機関等とのネットワークづ
くりを通して支援を必要とする若者が「Ｆｉ
ｔ」に結び付くように取り組んだ結果、様々
な困難を抱える若者の居場所として認知さ
れ、新たな利用者が増えている。
・利用者の中で複数人は、個別の活動からグ
ループ活動に参加できるようになったり、
様々なイベントに参加したり、就労に結び付
いたりするなど、社会参画の入口に一歩踏み
出すことができた。

・若者の利用が増加し、多様化した相談内容
に的確に対応するため、公認心理師と職員に
よるＦｉｔ運営会議を年４回開催し、個別の
支援方法や運営等について協議し、方策を検
討していく。
・年２回の関係機関連絡会議で「Ｆｉｔ」に
関する情報を広く周知するとともに、若者支
援に取り組む様々な機関や団体等との一層の
情報連携を図っていく。
・「Ｆｉｔ」の利用が長期化し、30歳を超え
る若者もいる。支援が途切れないように関係
機関と連携しながら柔軟に対応を進めてい
く。
・特別な支援を要する若者や文化的言語的に
多様な背景をもつ若者への支援について、学
校や関係機関との連携をさらに進めながら、
個別の相談内容に対応していく。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

15 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-1　
全ての子
どもの学
びの保障

（4）義務
教育終了後
に困難を抱
える若者へ
の支援体制
の充実

②支援ネットワークの構築
・義務教育終了後の支援体制を充実させるた
め、「Ｆｉt」での支援実践等をとおして、学
校、家庭、地域、関係機関との間のネット
ワークづくりを推進します。

・利用者の状況や希望に応じて、地域包括支
援センターや相談支援員につなげることで就
労への意欲や将来への展望を持ち始めた若者
が増えている。
・地域包括支援センターや若者サポートセン
ターとの積極的な連携や通信制高校等の情報
収集を進め、支援のネットワークづくりに努
めた。また、「若者支援つなぎナビ」の改訂
を行い、関係機関や関係者に配付した。

（No.14のとおり） （No.14のとおり）

16 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-2　
学校の適
正配置・
学びの環
境の整備

（1）学校
施設整備事
業

・上越市学校施設長寿命化計画に基づき、学
校施設の安全性の確保と機能向上を図りなが
ら、将来を見据えたトータルコストの縮減と
平準化による計画的かつ効率的な改修を進め
ます。

上越市学校施設長寿命化計画に基づき、予定
した工事を計画的に全て実施し、児童の安心
安全の確保及び快適な教育環境の整備を図る
ことができた。

上越市学校施設長寿命化計画に基づき、予定
していた工事については、計画的かつ効率的
な改修を実施し、全ての子どもが安心安全で
快適に学ぶことができる学校の施設環境の確
保を進めることができた。一方で、令和9年
12月末で蛍光灯の製造及び輸出入が禁止とな
ることを踏まえ、照明設備のLED化を急ぐ必
要があり、優先すべき課題となっている。

特別教室エアコン設置、トイレ改修や照明Ｌ
ＥＤ化改修などの優先すべき課題と併せ、上
越市学校施設長寿命化計画に基づいた効率的
な長寿命化改修や大規模改造を実施してい
く。

17 プラン2　
教育環境の
充実

取組2-2　
学校の適
正配置・
学びの環
境の整備

（2）小中
学校の適正
配置に向け
た重点取組

小中学校の適正配置に向けた重点取組（令和2
年1月）
・上越市立小中学校適正配置基準を指針とし
て、複式学級が存在し、また、おおむね5年以
内に発生が見込まれる学校について、保護者
や地域の意向を踏まえ、隣接する学校との統
合や合同授業の実施、ＩＣＴ機器の活用等に
取り組みます。

・複式学級が今後発生（おおむね5年以内）す
ることが見込まれる学校の保護者や地域の関
係者と意見交換を実施し、地域住民に検討状
況を周知するチラシを配布した。
・令和8年4月の三郷小学校と南本町小学校の
統合に向けて、必要な工事を実施するととも
に、保護者や地域の関係者、学校と連携して
統合に必要な調整を行い、統合前から児童が
交流する機会として交流活動などを行った。
・保護者及び地域からの合意を経て、令和9年
4月の牧中学校と雄志中学校の統合及び令和
10年4月の柿崎区小学校の統合を決定した。
また、統合に向け児童の交流活動を開始し
た。
・おおむね5年以内に複式学級編成が見込まれ
る潮陵中学校、高士小学校及び牧小学校にお
いて、保護者及び地域との協議を進めた。
・また、特に広域な学区となる雄志中学校区
内の小学校について、公共施設全体の在り方
や地域コミュニティの存続にも配慮すべく、
関係各課との協議を進めた。

・保護者その他関係者との意見交換を重ねる
とともに、地域住民への進捗状況等の報告を
丁寧に行うことにより、関係者からの理解を
得て円滑に学校適正配置の取組を進めること
ができた。
・統合に向けて、予定した工事や設計といっ
たハード面での整備と統合後を見据えた交流
事業といったソフト面での活動を両輪として
実施することにより、子どもたちにとっての
望ましい学びの環境の確保を進めることがで
きた。（また、ハード面の整備にあっては、
統合を機会とした有利な財源を獲得すること
に意を用いた。）
・令和7年度から、まちづくりの視点にも一層
配慮した取組となるよう、手法を工夫した。

・子どもたちにとって望ましい学びの環境の
確保に向け、引き続き、おおむね5年以内に複
式学級編成となることが見込まれる学校区に
おいて、保護者・地域との協議を行う。
・協議を進める中にあっては、あくまでも教
育的観点を中心に据えつつも、まちづくりの
視点にも配慮し、必要な関係者との協議を行
う。
・統合が決定した学校について、統合に係る
改修工事を計画的に実施するとともに、円滑
に統合できるよう関係者と連携して必要な調
整を行う。

6 / 29 ページ



　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

18 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-1　
多様な学
習機会の
充実

（1）多様
な学習ニー
ズに対応し
た学習情報
や機会の提
供

・地域の人材を活用し、主体的に学ぶきっか
けとなる多様な学習情報を提供します。
・市民のライフスタイルに応じて、誰もがい
つでも学べる機会が得られるよう情報提供を
行い、市民の自主的な学習活動を支援しま
す。

・出前講座情報を集約・更新して市ホーム
ページに掲載した。
・生涯学習情報を集約して市ホームページに
掲載するとともに、公民館等へのチラシの配
置を行った。また、広報上越に記事を掲載
し、未登録の団体・サークル及び学習指導者
に新規登録の呼び掛けを行い、5件の新規登録
があった。

・出前講座の実施により、市民の主体的な学
びを支援することができている。
・生涯学習情報では、市ホームページでの掲
載や公民館等へのチラシの配置により、関心
を持つ市民に学習機会を提供できている。

・引き続き、SNS等の新たな手法も用いなが
ら出前講座の周知に努め、市民のニーズに応
えるとともに、市民の「主体的な学び」を支
援する。
・また、市として伝えるべき情報や潜在的な
ニーズ等を掘り起こし、必要により当課から
各課に新たな講座の設定を働きかけるなど、
提供するメニューの充実を図り、より多様で
魅力的な内容とする。
・生涯学習情報では、コロナ禍における制限
が解除されたことによる文化・芸術や芸能活
動の発表の機会がコロナ禍前の状況に戻って
きていることから、引き続き、各種事業の講
師や公民館を利用する団体等に新規登録を呼
びかけ、学習機会を提供できるように努め
る。
・また、部活動の地域展開と連携した取組を
引き続き進めていく。

19 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-1　
多様な学
習機会の
充実

（2）子ど
もたちへの
多様な体験
学習の場の
提供

・ふるさと上越の豊富な地域資源や人材を活
用し、子どもたちのふるさとへの愛着を育む
とともに、グローバル社会に生きる力を育て
る多様な体験学習の場を継続して提供しま
す。

・市内小学生を対象に、上越野菜について学
ぶ「しょく」や越後の中心であった時代の城
と武将について学ぶ「城と武将」、情報化社
会において必要とされる技能を学ぶ「プログ
ラミング（入門編・基礎編）」など、18講座
23コースの体験活動を実施した。
（参加者数：397人）
・毎年人気のある貝殻拾いや上越市立水族博
物館を探検する低学年向けの講座を2コース
（3回講座）から3コース（2回講座）に変更
することで、定員を増やして実施した。
（定員72人（令和6年度50人））
・見守りが必要な児童やアレルギー対応が必
要な講座においては、引率スタッフを増員
し、見守り体制を強化した。

・多くの参加者から好評を得ており、細かな
改善を継続している結果と認識している。ま
た、保護者の98％が「上越市の豊かな自然や
社会などへの興味・関心が深まる機会になっ
た」と回答しており、親子で郷土への愛着を
育むきっかけづくりにもつながったと考察し
ている。
・人気のある講座の定員を増やすことで、第
一希望の講座に参加できる人数を増やすこと
ができた。
・見守りが必要な児童やアレルギー対応が必
要な講座においては、引率スタッフを増員し
見守りを強化することで、児童が安全に活動
体験ができる体制を整えることができた。

・児童の安全と安心を最優先に、今後も継続
して参加者等の声を聴き取り、可能な範囲で
事業に反映することで、活動の質や参加者及
び保護者の満足度向上に努める。
・より多くの子どもが、第一希望の講座に参
加できるよう講座の見直しを継続していく。

20 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-1　
多様な学
習機会の
充実

（3）みん
なで育む教
育の推進

上越市教育コラボ学び愛フェスタの開催
・教育委員会、各校、上越教育大学及び関係
団体が連携して学ぶ機会を提供します。

・11月に各参加団体と連携し、リージョンプ
ラザ上越及び上越科学館をメイン会場とし
て、上越市教育コラボ2025学び愛フェスタ
を開催した。
・市内小中学校の学校遺産の展示や中学生の
広島平和式典の発表などを継続実施した。

・大学との連携として、昨年度に引き続き上
越教育大学の参加があったほか、今年度は新
たに新潟県立看護大学の協力を得ることがで
きた。
・体験イベントの一つである「スポーツ＆カ
ルチャーわくわくトライアル」では、各団体
にコンサートホールの運営を任せることで、
市民の主体的な参加を促すことができた。ま
た、旧地域クラブフェアを同時開催すること
で、双方の事業効果を高めることができた。

・教育大綱の理念に基づき、様々な世代の市
民が「学び」について考え、様々な分野に興
味関心を持つきっかけとなるよう内容の改善
を進める。
・体験イベントの公募を行ったり、市民に任
せる運営の範囲を広げる等の手法を検討し、
市民の主体的な参加を促していく。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

21 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-1　
多様な学
習機会の
充実

（4）水族
博物館にお
ける学習機
会の充実

①常設展示の更新
・常設展示の更新によって、情報提供機会と
提供する情報量の増加を図ります。

展示替えや展示解説の変更などにより、水生
生物に関する多様な情報を発信し、水族博物
館としての魅力をより一層高めた。

・様々な取組を実施し、学習機会の充実を
図ったが、7月、８月の渇水により県外からの
入館者が減少したと考えられる。
・市内外から大勢が集い、楽しみながら学ぶ
ことができる施設として、水生生物の展示や
教育プログラムを積極的に実施し、施設の教
育機能を高めていく必要がある。

引き続き、社会動向や入館者のニーズを踏ま
えながら、水族博物館ならではの取組を実施
し、学習機会の更なる充実を図る。

22 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-1　
多様な学
習機会の
充実

（4）水族
博物館にお
ける学習機
会の充実

②特別展、企画展の開催
・特定のテーマに焦点を当てた展示を行い、
水生生物や自然環境に関するより詳しい情報
を提供します。

・入館者の学習機会の増加を図るため、特別
展および企画展を開催した。
・入館者の興味や学習ニーズに応えるため
に、バックヤードツアーや館内ガイドツアー
などを実施した。

（No.21のとおり） （No.21のとおり）

23 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-1　
多様な学
習機会の
充実

（4）水族
博物館にお
ける学習機
会の充実

③教育プログラムの実施
・参加体験によって学習する多様な教育プロ
グラムを実施します。

学校教育に資するために、小中学校と連携し
た環境学習プログラムや職場体験などを実施
した。

（No.21のとおり） （No.21のとおり）

24 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-2　
多様な学
習活動の
推進

（1）公民
館を通じた
人づくり

・公民館が地域住民の身近な拠りどころとな
るよう学びのきっかけとなる学習機会を提供
し、市民の生涯学習活動を支援します。
・地域の特色について学び、課題の解決に向
けて主体的に取り組めるよう、地域で活動す
る団体等とも連携しながら、人づくりや地域
づくり活動につながる公民館事業を実施しま
す。

公民館事業324事業を実施し、26,485人が
受講した。
⑴学びのきっかけづくり（事業実施数：66事
業、受講者数：2,711人）
⑵未来をひらく人づくり（事業実施数：63事
業、受講者数：2,753人）
⑶人をはぐくむ家庭環境づくり（事業実施
数：30事業、受講者数：692人）
⑷地域や社会の課題を踏まえた地域づくり
（事業実施数：53事業、受講者数：2,487
人）
⑸行動する人への支援（事業実施数：112事
業、受講者数：17,842人）

当市の社会教育事業の基本方針である「学び
のグランドデザイン」に基づく5つの事業の柱
に沿って、各地区で地域資源や地域の人材を
いかした特色ある事業や支援（324事業、受
講者延べ26,485人）に取り組み、目指す姿
「学びの輪が 人をはぐくみ 地域をつなぐ」の
実現に向けた地域づくり、人づくりを推進し
た。また、成果指標における公民館講座受講
後のアンケートでは、「地域づくりに向けて
行動する意欲が高まった」と回答する受講者
が80.4％おり、一定の効果があったと評価す
る。

引き続き、公民館講座を実施し市民自らが学
び合い、互いに高め合う場を提供すること
で、地域の課題解決に向けた人材の育成につ
なげていく。また、今後も既存の取組をいか
しつつ、住民同士の学び合いの視点を加える
など講座の拡充を図り、地域の課題解決に向
けた人材の育成につなげていく。

25 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-2　
多様な学
習活動の
推進

（2）図書
館活動の推
進

①読書活動推進事業の実施
・子ども向けや家族で楽しめるイベント、お
はなし会等を行い、図書館へ出かけるきっか
けをつくります。また、新生児に絵本を配付
し自宅での読み聞かせを推奨するなど、幼い
頃から本に触れ合う機会を今まで以上に提供
していきます。

・年齢やテーマ別のブックリスト作成や読み
聞かせボランティア団体と協力した絵本の読
み聞かせ会、工作や講座などの読書活動推進
事業を実施した。
・市内の様々なイベントに出張図書館と題し
て出展し、本の貸出しや読み聞かせ、工作な
どを実施した。
・録音図書サービスを周知するための体験会
や新生児に絵本を贈呈する「はじめて絵本事
業」を実施した。

・地域の公民館図書室及び公民館事業、地域
イベントを通じて、子どもを始め市民が本に
触れる機会を積極的に提供するとともに、図
書館利用を促した。
・これらの取り組みの結果、人口に対する貸
出利用者の割合は目標値を超えることができ
た。
・人口に対する15歳以下の利用登録の割合
は、図書館の利用登録の有効期間について、
これまで最終利用日から２年間としていたと
ころを５年間に変更したことの影響もあり、
前年度から増加した。

・引き続き、子どもの成長に欠かせない読書
の大切さを市民に伝え、幼い頃から親子そ
ろって本に触れる機会と環境を提供できるよ
う取り組む。
・これまで公民館図書室や市立図書館を利用
したことがない市民からも関心を持ってもら
えるよう、機会を捉えてテーマ展示の実施や
情報発信を行う。
・子どもの利用登録を伸ばすためにも、図書
館を活用した学習等を提案し、学校単位での
利用促進を図る。
・図書資料の展示や紹介方法を工夫しなが
ら、様々な部門の蔵書に光を当てることで、
利用者から「読みたい」と思ってもらえる本
の提供に取り組む。
・読書を身近に感じてもらえる環境を整える
ため、好きなときに読書を楽しめる電子書籍
の早期導入を目指し調査・研究を進める。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

・なお、15歳以下の利用登録の割合実績が中
間目標値と大きくかけ離れているが、これは
令和4年度末に一定期間利用のない登録者デー
タを削除し、登録者数が大幅に減少したこと
による。本指標は令和3年度の数値を基に目標
値を定めており、このような状況を反映でき
ていないものであることから、今後、令和8年
度の後期計画策定時に目標値の見直しを検討
する。

26 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-2　
多様な学
習活動の
推進

（2）図書
館活動の推
進

②学校及び公民館図書室との連携
・学校への団体貸出しや児童生徒に対する出
張ブックトークの開催、図書等の活用に関す
る相談対応など、市立図書館と学校との連携
を強化します。また、公民館図書室を通じた
貸出しや市内大学図書館の本の取り寄せなど
を通して、市民の読書活動を支援します。

小学校からの希望に応じた図書館利用案内や
読み聞かせ、ブックトークなどを実施した。

（No.25のとおり） （No.25のとおり）

27 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-2　
多様な学
習活動の
推進

（2）図書
館活動の推
進

③図書資料の充実　
・市民ニーズや社会、地域の変化に応える図
書資料を積極的に収集し、時節等テーマに応
じた本の展示・貸出しを行うなど、新たな本
との出会いの機会をつくります。

（高田図書館）
・多様な分野の図書資料を各館で連携して収
集するとともに、県内外の図書館からの借用
を積極的に行い、また、利用者からのリクエ
ストを取り入れながら図書館として必要な図
書資料を収集して提供することにより、幅広
い市民ニーズに応えられる様々な図書資料の
貸出しを行うことができた。
・貸出点数、利用者数ともに前年度より増加
した。
受入冊数：７,010冊（購入：5,582冊、寄
贈：1,428冊）
蔵書冊数：294,455冊
貸出利用者数（団体を含む）：120,488人
（令和6年度：118,510人）
貸出点数（団体を含む）：420,751点（令和
6年度：418,498点）

（No.25のとおり） （No.25のとおり）

28 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-2　
多様な学
習活動の
推進

（2）図書
館活動の推
進

③図書資料の充実　
・市民ニーズや社会、地域の変化に応える図
書資料を積極的に収集し、時節等テーマに応
じた本の展示・貸出しを行うなど、新たな本
との出会いの機会をつくります。

（直江津図書館）
・多様な分野の図書資料を各館で連携して収
集するとともに、県内外の図書館からの借用
を積極的に行い、また、利用者からのリクエ
ストを取り入れながら図書館として必要な図
書資料を収集して提供することにより、幅広
い市民ニーズに応えられる様々な図書資料の
貸出しを行うことができた。
・貸出点数、利用者数ともに前年度よりも減
少した。
受入冊数：2,827冊（購入：2,434冊、寄
贈：393冊）
蔵書冊数：154,347冊
貸出利用者数（団体を含む）：79,195人
（令和6年度：81,335人）
貸出点数（団体を含む）：272,636点（令和
6年度：283,315点）

（No.25のとおり） （No.25のとおり）
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

29 プラン3　
多様な学び
の推進

取組3-2　
多様な学
習活動の
推進

（2）図書
館活動の推
進

③図書資料の充実　
・市民ニーズや社会、地域の変化に応える図
書資料を積極的に収集し、時節等テーマに応
じた本の展示・貸出しを行うなど、新たな本
との出会いの機会をつくります。

〈公民館図書室〉
公民館利用者や公民館事業参加者、地域住民
の意見を反映した選書や公民館活動に関係す
る図書の購入・寄贈により、公民館図書室の
利用促進を図ることができた。
令和7年度受入冊数：1,033冊（購入：624
冊、寄贈：409冊）
蔵書冊数：105,719冊
貸出利用者数（団体を含む）：12,277人

（No.25のとおり） （No.25のとおり）

30 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（1）ス
ポーツ活動
の普及推進

①スポーツ推進委員による出前講座
・ニュースポーツや健康・体力づくり運動等
の教室、スポーツイベントに指導者としてス
ポーツ推進委員を派遣するほか、レクリエー
ション協会、身体障害者連絡協議会と連携し
た、ニュースポーツの体験教室を開催しま
す。

・地域で開催するニュースポーツや健康・体
力づくり教室、スポーツイベント等からの依
頼に基づき、スポーツ推進委員を派遣し、実
技指導や運営サポートを実施した。

・スポーツ推進委員の参画により、市民へ運
動等の体を動かす機会を提供できたほか、パ
ラスポーツ体験事業において子供たちへ共生
社会の理解を深めることができた。また、総
合型地域スポーツクラブのない地区に運動機
会を提供できた。
一方で、人口減少や少子高齢化の進行によ
り、大規模イベントの実施や継続には課題が
生じている。

・引き続き、スポーツ推進員の参画や、総合
型地域スポーツクラブ、スポーツ協会及び各
種スポーツ団体への支援を行い、健康保持・
増進を目的としたスポーツ活動を実施する。
・社会課題によって、各地域で開催されてい
るスポーツイベントの参加者やスタッフが減
少し、運営が困難になるケースが徐々に増え
ていることから、主催団体と地域の実態を共
有しながら、イベントの規模や内容の見直し
を検討していく。

31 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（1）ス
ポーツ活動
の普及推進

②各種補助事業
・市民が参加しやすいスポーツ教室や大会等
を行う各種スポーツ団体に対し、補助金を交
付します。

・市民が気軽に参加できるスポーツ教室や地
域の一体感を育む体育祭等を開催する地域の
まちづくり団体・競技団体に対して、円滑な
運営を支援するため、補助金を交付した。
・一部地域において、参加者の減少や運営ス
タッフの確保ができず、体育祭を中止した。

（No.30のとおり） （No.30のとおり）

32 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（1）ス
ポーツ活動
の普及推進

③上越-健康運動プログラム(Ｊ－ＷＥＬＬＮＥ
ＳＳ) 
・上越教育大学、健康づくり推進課、スポー
ツ推進課が連携しながら、スポーツと体の学
術的知識の獲得、保健指導、その人に合った
運動プログラムを提供する教室を市内各所で
展開し、運動機会の拡大や習慣化を図りま
す。

・生活習慣の改善による健康増進を図るた
め、上越教育大学及び市（健康づくり推進
課）と連携し、有酸素運動及び体幹トレーニ
ングの個別プログラムを提供する教室を開催
した。

（No.30のとおり） （No.30のとおり）

33 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（1）ス
ポーツ活動
の普及推進

④スポーツクラブのない地域でのスポーツ教
室の実施
・総合型地域スポーツクラブと連携しなが
ら、スポーツクラブのない地域でスポーツ教
室を実施し、日常でスポーツに親しむ環境を
提供します。

・総合型地域スポーツクラブの未設置区域
（大島区・牧区）において、スポーツに親し
む機会を提供するため、総合型地域スポーツ
クラブと連携し、「いきいきスポーツ教室」
を開催した。
・その他未設置区域（安塚区・吉川区・清里
区）への次年度以降の実施に向けて、関係者
と話し合いを行った。

（No.30のとおり） （No.30のとおり）

34 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（1）ス
ポーツ活動
の普及推進

⑤ホストタウン事業の実施
・ドイツとの交流やパラスポーツ体験を通じ
スポーツ振興を図るとともに、国際交流への
関心や共生社会への理解を深める取組を行い
ます。

・児童・生徒の共生社会への理解を深めるた
め、日本財団パラスポーツサポートセンター
と連携し、小中学校でパラスポーツ体験会を
実施した。
・ジュニア選手に国際感覚を養う機会を提供
するため、上越市柔道連盟と連携し、ドイツ
への派遣を支援した。

（No.30のとおり） （No.30のとおり）
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

35 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（2）総合
型地域ス
ポーツクラ
ブの育成・
支援

①総合型地域スポーツクラブ運営費補助金
・総合型地域スポーツクラブが、部活動の地
域移行のほか、生涯スポーツを通じたスポー
ツの習慣化・健康増進に係る事業を展開する
ための補助金を交付します。

・地域スポーツの活動拠点となる総合型地域
スポーツクラブで構成する「一般社団法人上
越ＳＣネット」に補助金を交付し、地域ス
ポーツの普及や運動の習慣化に向けた啓発活
動などを支援した。
・令和７年4月に設立された総合型地域スポー
ツクラブ「NPO上越スポーツラボDEW」に
補助金を交付し、安定した活動を支援した。

総合型地域スポーツクラブへの運営支援を継
続するとともに、スポーツクラブのない地域
でのスポーツ教室の開催により、地域におけ
るスポーツ機会の確保を図ることができた。
また、研修会ではSNSの活用に対する関心の
高さがうかがえ、クラブ活動の周知や参加促
進に向けた新たな取組の可能性が確認され
た。一方で、各クラブにおいて会員数の減少
傾向が見られた。

引き続き、総合型スポーツクラブの自発的な
組織再編及び健全な運営体制を支援し、市民
が多様なスポーツに取組む機会を提供してい
くほか、各クラブでの会員数の減少が見られ
ることから。安定した組織運営の在り様につ
いて、関係者等と継続的に意見交換を行う。

36 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（2）総合
型地域ス
ポーツクラ
ブの育成・
支援

②スポーツクラブのない地域でのスポーツ教
室の実施
・総合型地域スポーツクラブと連携しなが
ら、スポーツクラブのない地域でスポーツ教
室を実施し、日常でスポーツに親しむ環境を
提供します。

総合型地域スポーツクラブの未設置区域（大
島区・牧区）において、スポーツに親しむ機
会を提供するため、総合型地域スポーツクラ
ブと連携して「いきいきスポーツ教室」を開
催した。

（No.35のとおり） （No.35のとおり）

37 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（2）総合
型地域ス
ポーツクラ
ブの育成・
支援

③総合型地域スポーツクラブ研修会
・総合型地域スポーツクラブのスポーツ指導
者が一堂に会し、連携を図りながら技術力を
向上させるための研修会を開催します。

総合型地域スポーツクラブの活動の認知度向
上を図るため、SNSを活用した効果的な情報
発信をテーマに研修会を実施した。

（No.35のとおり） （No.35のとおり）

38 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（3）ス
ポーツ競技
力の向上

①ジュニアトップアスリート育成強化事業等
補助金
・トップアスリート育成強化指定競技（体
操、クライミング、硬式野球、スキー、陸
上、バレーボール、空手）で行う小中高一貫
指導補助金を交付します。

ジュニア選手の育成強化を図るため、上越市
スポーツ協会の強化指定競技（柔道、硬式野
球、スキー、空手道、バレーボール、クライ
ミング）の各団体に補助金を交付し、練習や
大会への参加等を支援した。

ジュニア選手の育成強化、指導者養成、大学
との連携、部活動支援などを通じて、競技力
向上を支える環境整備を進めることができ
た。また、地域クラブフェアの開催により、
中学校部活動の地域展開に関する理解促進も
図られ、子どもを取り巻くスポーツ環境の充
実につながった。

引き続き、関係大学や実業団チーム等と連携
を図り指導方法を学べる機会を提供するほ
か、地域で活動できる指導員の育成の環境づ
くり及びスポーツ団体の支援を行う。

39 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（3）ス
ポーツ競技
力の向上

②スポーツ指導者養成事業補助金
・市内のスポーツ指導者を対象とした講習会
に補助金を交付します。

指導者の知識や指導力の向上を図るため、上
越市スポーツ協会に加盟する競技団体に補助
金を交付し、指導者講習会の運営を支援し
た。

（No.38のとおり） （No.38のとおり）

40 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（3）ス
ポーツ競技
力の向上

③日本体育大学との連携事業
・協定を結んでいる日本体育大学から専門指
導者を招聘し、選手や指導者に対する研修を
行います。

日本体育大学の柔道部の指導者及び選手を招
へいし、市内のジュニア選手及び指導者を対
象に、技術力や指導力の向上を図るための講
習会を開催した。

（No.38のとおり） （No.38のとおり）

41 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（3）ス
ポーツ競技
力の向上

④スポーツ活動サポート事業（小中学校への
専門技術指導者派遣事業）
・児童生徒の競技力向上のため、課外活動及
び運動部活動へ専門的な知識と技術を持つ外
部指導者を派遣し、小中学校におけるスポー
ツ活動等を支援します。

児童生徒の競技力の向上を図るため、各学校
の意向を踏まえ、専門的な知識と技術を有す
る外部指導者を派遣し、課外活動や部活動を
支援した。

（No.38のとおり） （No.38のとおり）
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

42 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-1　
スポーツ
活動の充
実

（3）ス
ポーツ競技
力の向上

⑤地域クラブフェア
・子どもたちからスポーツに興味・関心を
持ってもらうため、イベント等を開催し、子
どもたちと市内競技団体等がつながる機会を
提供します。

中学校部活動の地域展開への理解を深め、地
域や学校の実情に即した取組（移行）を促進
させるため、児童・生徒及び保護者を対象
に、市内スポーツ団体の活動紹介や体験する
イベント（スポーツ＆カルチャー わくわくト
ライアル）を開催した。

（No.38のとおり） （No.38のとおり）

43 プラン4　
スポーツの
振興

取組4-2　
スポーツ
環境の充
実

（1）体育
施設整備事
業

・施設を整備する際には、事前にユニバーサ
ルデザインに関する検討を行います。
・利用者や各スポーツ団体から挙げられた施
設や設備、用具についての要望を精査し、計
画的に修繕を実施します。
・建築物等定期点検や消防施設整備点検を実
施し、施設の機能維持に努めます。
・上越市公の施設の適正配置計画に基づき、
施設に関するニーズ、利用状況、老朽度など
を踏まえながら、計画的に統廃合を進めま
す。

・各施設の安全性や機能維持を図るため、老
朽修繕や備品の更新を行った。
　高田城址公園陸上競技場公認更新工事
　柿崎第一庭球コート人工芝張替工事
　ふれあいグラウンド人工芝張替工事　他
・各施設の法定点検や日常点検を適正に実施
し、指摘箇所の緊急度を見極めた上で、計画
的に修繕を実施した。
・上越市公の施設の適正配置計画に基づき、
柿崎体育館を廃止した。（跡地は新保育園用
地として活用）

・施設の利用者数では、夏場の猛暑でスポー
ツ活動を自粛するケースが増えるなど、昨年
度に比べて全体的に減少した。
・施設の維持管理では、予定した工事等を計
画的に実施し、スポーツ環境の機能維持を図
ることができた。

・スポーツ施設の長寿命化対策として、築40
年を目安に大規模改修工事を計画的に進める
ほか、照明のLED化やトイレの洋式化など、
環境整備に取り組む。
・スポーツ施設の利用実態や稼働率を踏ま
え、機能集約や適正配置について整理を進め
るほか、スポーツ団体等からの整備要望を踏
まえ、施設整備の必要性や整備のための優先
順位の考え方を整理する。

44 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-1　
歴史・文
化的資源
の保存と
活用

（1）歴
史・文化的
資源の適切
な保存と継
承

①文化財調査審議会の開催
・文化財調査審議会を開催し、文化財の保
存・継承等に関する事項についての審議や建
議を行うとともに、新たな市指定を計画的に
行うことにより適切な保護を図ります。

・文化財の保護を図るため、文化財調査審議
会を開催し、今後の文化財の指定について審
議した。
・指定等に向けた未指定文化財の調査を行っ
た。

・少子高齢化や人口減少に伴い地域の歴史・
文化的資源を保存・継承する担い手が減少し
ていることから、貴重な地域資源である文化
財の滅失や散逸が生じないように、補助金の
交付や「地域の宝」認定制度の運用などで、
文化財の次世代への継承を図ることができ
た。
・国・県等と連携を図りながら、令和6年能登
半島地震で被災した文化財について、その所
有者等に助言や指導を行い、文化財の復旧に
つなげることができた。
・歴史的建造物の保全・改修事業が行われる
ことにより、歴史的建造物の保存・活用につ
ながった。

・無形の民俗文化財の次世代への継承を図る
ため、引き続き現状把握と記録作成を行う。
・引き続き、文化財の現状把握に努めるとと
もに、市民団体等への助言、情報発信、ネッ
トワークづくりなどの支援を行うことによ
り、歴史・文化的資源の保存と活用を図る。

45 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-1　
歴史・文
化的資源
の保存と
活用

（1）歴
史・文化的
資源の適切
な保存と継
承

②歴史・文化的資源の適切な保存と継承
・指定文化財の管理・保存を行う団体等への
補助を行い、適切な保存や継承活動を支援し
ます。
・指定文化財の修復や保存のために必要な措
置に対し、補助金の交付や助言・指導等によ
る支援を行います。
・上越市「地域の宝」認定制度の運用によ
り、有形・無形、指定・未指定にかかわら
ず、文化財とそれを保存・活用するための活
動を行う団体等に対し、情報発信、団体同志
のネットワークづくり等の支援を行います。

・指定文化財の保護を図るため、指定文化財
の保存・管理団体等に対して補助金を交付し
た。
（無形民俗文化財：8件、指定文化財：20
件）
（補足）
補助金の交付件数は、活動指標としていた
「指定文化財件数の10%以上」には満たな
かったが、有形・無形の指定文化財の保存・
管理団体等に対する助言、情報発信、ネット
ワークづくりの下支え等を継続している。
・「地域の宝」の次世代への継承のため、助
言、情報発信、ネットワークづくりの下支え
を行ったほか、上越市「地域の宝」のつどい
を開催した。
・日本遺産北前船を広く発信するため、パネ
ル展示や、令和5年11月に開始した北前船
カードラリーを継続して実施し、期間限定で
佐渡市との共同キャンペーンも行った。

（No44のとおり） （No44のとおり）
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

・春日山城跡・高田城跡の魅力を発信し、周
遊を促進するため、御城印を頒布した（通常
版：通年、特別版：年３回）。上越市にとっ
てアニバーサリーイヤーであった令和7年は、
第100回観桜会及び謙信公祭に合わせて、周
年記念の特別版御城印を頒布した。
・市内に存する歴史的建造物の保存につなげ
るため、審査会を開催し、令和6年能登半島地
震で被災した歴史的建造物を含めた3件につい
て事業認定された。

46 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-1　
歴史・文
化的資源
の保存と
活用

（1）歴
史・文化的
資源の適切
な保存と継
承

③遺跡・遺跡推定地の発掘調査実施
・各種開発行為や、ほ場整備等の施工区域に
おける埋蔵文化財の保護を図るため、遺跡と
遺跡推定地の発掘調査を行います。

・各種開発行為や、ほ場整備等の施工区域に
おける埋蔵文化財の保護を図るため、遺跡と
遺跡推定地の発掘調査を実施した。（計画：
17件→実績：16件）
・当初の予定にない開発計画(民間開発・県営
ほ場・市営事業)もあったが、関係機関と調整
を図り対応した。

（No44のとおり） （No44のとおり）

47 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-1　
歴史・文
化的資源
の保存と
活用

（2）歴
史・文化的
資源の活用
の充実

①各施設の特徴をいかした展示の実施
・上越市埋蔵文化財センターでは、主に先史
時代から戦国時代までを対象とした通史的な
展示と、春日山城跡に関する展示を行いま
す。
・春日山城跡ものがたり館では、復元整備さ
れた土塁や堀等がある春日山城史跡広場を含
めた春日山城跡に関する展示を行います。
・釜蓋遺跡ガイダンスでは、吹上遺跡・釜蓋
遺跡の出土品を始め 、弥生　時代を中心とし
た展示を行います。
・片貝縄文資料館では、縄文時代の出土品等
を中心とした展示を行います。
・牧歴史民俗資料館では、古墳時代の出土品
等を中心とした展示を行います。

・雨水処理や植生管理、鳥獣被害対策等の必
要な維持管理を実施し、春日山城跡の保全と
修景を図ることができた。
・春日山城跡の草刈りや「土の一袋運動」な
どを地域団体や小中学校等との協働により実
施することで、山城景観の維持管理を図ると
ともに、活動を通じて、参加者の地域への愛
着を深めることができた。
・春日山城跡ものがたり館外壁改修工事を行
い、施設の長寿命化を図ることができた。
・国指定史跡である春日山城跡や釜蓋遺跡な
ど、歴史・文化的資源の適切な保全と活用を
通じて、地域の歴史や伝統の継承に寄与する
ことができた。

・春日山城跡の継続的な維持管理のほか、近
年増加傾向にあるイノシシによる被害につい
て、春日山パトロール員と連携した見回りを
強化することなどにより保全を図る。
・埋蔵文化財の活用において、校外学習の場
としての利用が減少したため、学校への周知
に努めるとともに、引き続き、じょうえつ歴
史講座（展示案内・現地見学会）や学校見学
対応により、当市の歴史・文化の魅力を発信
する。
・各施設における展示や様々な講座等の活用
事業の充実により、当市の歴史・文化につい
て広く市民へ周知を図るほか、市民団体等の
取組を支援することにより、歴史・文化的資
源の活用を図り、地域への誇りや愛着を持つ
心を育む。

・「国指定史跡春日山城跡保存管理計画書」
に基づき、春日山城跡の保全と修景を図っ
た。（雨水処理、植生管理、鳥獣被害対策、
遊歩道の修繕等）
・城跡の保護と郷土の史跡に対する愛着の醸
成を図るため、市民団体や地元小中学校と連
携し、美化活動や「土の一袋運動」を行っ
た。
・春日山城史跡広場及び春日山城跡ものがた
り館の管理を適切に行い、良好な環境を維持
するため、地元管理組合への管理委託、各種
修繕工事を行った。
・春日山城跡ものがたり館の長寿命化を図る
ため、外壁の全面改修工事を行った。
・埋蔵文化財の調査研究・保存管理・普及公
開を行うとともに、郷土の歴史に関する理解
を深めてもらうため、埋蔵文化財センターに
おいて、鍋屋町遺跡出土品展や第100回謙信
公祭を記念したパネル展　「中世上越の山
城」企画展を開催したほか、春日山城跡関連
の展示を行った。
・北陸新幹線開業10周年及び釜蓋遺跡公園開
園10周年を記念し、弥生時代の上越とつなが
りの深い北陸と長野の出土品を紹介すること
により、2つの地域を結ぶ交流の拠点であった
吹上遺跡・釜蓋遺跡の特徴について紹介する
ため、「文化の十字路・上越」展を開催し
た。
・釜蓋遺跡公園、ガイダンス施設の適切な維
持管理を行った。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

48 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-1　
歴史・文
化的資源
の保存と
活用

（2）歴
史・文化的
資源の活用
の充実

②講座・イベント等（活用事業）の実施
・座学、現地見学、各区の出土品の展示案
内、体験を通じて市内の歴史の魅力を紹介す
る講座を実施します。
・吹上・釜蓋遺跡応援団と連携したイベント
等を実施します。
・発掘調査の成果を見学会により、広く市民
に公開します。

・上杉謙信公の居城、春日山城跡の散策や保
全活動などを行う春日山講座を3回開催した。
・じょうえつ歴史講座（座学・現地見学・体
験）などの活用事業を行った。
・本長者原廃寺現地見学会や本長者原廃寺跡
発掘調査報告会・パネルディスカッション
「越後国分寺の謎」を開催した。

（No47のとおり） （No47のとおり）

49 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-1　
歴史・文
化的資源
の保存と
活用

（2）歴
史・文化的
資源の活用
の充実

③学校授業での活用
・小学校の総合的な学習や歴史学習の場とし
て、各施設や史跡等の活用を図ります。

市内の小学生に対して上越の歴史に関する理
解を深めてもらうため、校外学習や出前授業
を行った。

（No47のとおり） （No47のとおり）

50 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-2　
文化・芸
術活動の
推進

（1）文
化・芸術に
親しむ環境
づくり

・市民の文化・芸術活動の裾野を広げ、地域
の文化の力の醸成を図るため、市民の文化・
芸術活動の発表の場を提供するほか、市民が
気軽に文化・芸術活動を行う環境づくりに取
り組みます。

・第54回上越市民芸能祭を実施し、市民に発
表の場と芸能に触れる機会を提供した。
・また、今年度も各部門の代表者及び市民芸
能祭協議会の役員を対象に、全部門終了後の
令和7年12月に活動報告会を開催し、他部門
との交流や次年度の改善、来年度の第55回と
しての取組について意見交換を行った。
・第54回の上越市美術展覧会（以下「市展」
という。）を実施し、美術・芸術活動を行う
市民の成果を発表する場を提供した。
・R7年度の作品募集にあたっては、運営委員
を通じた各分野の団体・学校への声掛けの依
頼や、前年度に引き続きSNSでの周知などを
行った。
・第54回市展出品者273人のうち新規出品者
数が49人と全体の17.9％（前回比△3.6％）
であった。
・9歳から96歳まで、幅広い年代が出品した
ほか、18歳未満の出品者数が28人（全体の
10.2％、前回比-4人）であった。

・市民芸能祭では、各部門の「つどい」開催
を通じて、各団体の芸能学習活動の成果発表
と鑑賞を通じた多様な芸能に触れる機会を提
供することができた。
・市展では、幅広い年代への出品の呼びかけ
を行ったものの、出品者数及び出品点数とも
に前年度を下回った。一方で、書道、写真の
各部門でまとまった人数の若年層の出品者が
あり、新たな文化・芸術の担い手の参加が見
られた。

・市民芸能祭では、引き続き発表団体数の充
実を図るとともに、幅広い世代から関心を
もって鑑賞してもらうため、市民芸能祭協議
会に加盟していない団体に加盟を働きかけ、
参加を促す。
・市展では、美術・芸術活動に取り組む市民
の発表の場として開催を継続するとともに、
引き続き、地域の成果発表会や絵画・書道教
室等との連携を図り、出品者の掘り起こしを
行う。また、今後も各部門の運営委員と協力
しながら、若年層を中心に新規出品者を増や
す取組を検討する。

51 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-2　
文化・芸
術活動の
推進

（2）歴史
博物館企画
展等開催事
業

・地域の歴史・文化の調査研究を積み重ね、
その成果を展覧会や論文・講演会などを通じ
て市民へ還元します。
・民俗資料やスキー資料などの資料整理を継
続して進めます。

・年2回の企画展を開催した。
・自館の研究紀要等に研究成果を発表した。
・民俗資料・スキー資料の資料整理を実施し
た。
・所蔵資料を整理し、台帳化・データベース
化を進めたり、調査・研究の成果を論文や展
覧会等の成果に結びつけ、市民へ還元を図る
ことで、知的財産の蓄積を進めた。

地域で受け継がれてきた歴史・文化の掘り起
こしや展覧会等の開催を通じて、市民の
アイデンティティ醸成に寄与することができ
た。

・地域の歴史や文化の掘り起こしにより、新
しい史料・知見の蓄積を推し進め、多くの市
民が地域への誇りと愛着を持てるように、調
査・研究の成果を展覧会や論文等を通じて市
民への成果還元を行う。
・博物館や日本スキー発祥記念館の収蔵資料
の整理・台帳化・データベース化を進め、収
蔵資料の保存管理と活用を図る。
・調査・研究の成果を後世に伝えるため、図
録・論文等にし、知的財産の蓄積を進める。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

52 プラン5　
文化活動の
振興

取組5-2　
文化・芸
術活動の
推進

（3）小林
古径記念美
術館企画展
等開催事業

・小林古径を始めとする当市ゆかりの作家を
中心として調査研究や作品収集を行うととも
に、市民が多様な芸術作品を鑑賞する機会を
提供します。
・企画展と合わせて美術に関する講座を開催
し、気軽に美術に触れる場を提供します。

・様々な分野の美術作品を年4回の企画展を開
催して紹介し、市民が芸術文化に触れる機会
を提供した。
・企画展の開催に合わせて美術に関する講座
を開催した。
・令和7年度は「生誕110年濱谷浩展」「こ
れってこわい？」など、所蔵品を活用した展
覧会を開催した。
・来館者数：16,519人

・企画展に対する満足度は4回の企画展全てに
ついて95％を超えており、来館者の満足度は
高かった。
（Ｒ7内訳）
「生誕110年濱谷浩展」99.2％、
「これってこわい？」97.3％、
「梶田半古から古径・土牛へ」98.8％、
「どうぶつえんへいこう！」99.5％
（Ｒ6内訳）
「柴田長俊展」84.1％、
「玉井力三展」91.6％、
「大塚いちお展」97.4％、
「花にまつわる物語」94.2％
・所蔵品を活用して個性的で魅力ある企画展
を年４回開催することができた。
・来館者の満足度は高いが、情報の多様化に
伴って、美術に関するニーズも多様化してい
る。来館する動機づけを高くしていくために
も効果的に情報発信していく方法の検討が必
要である。

・地域の芸術文化を発信し、市民が芸術文化
に触れる機会を提供するため、引き続き年4回
の企画展の開催を維持する。
・今後も来館者の満足度が維持できるよう
に、質の高い企画展の開催に努めていく。上
越市ゆかりの作家展に加え、若手作家、現代
アート、アニメーションなど多様な分野の企
画展を導入し、幅広い来館者層の関心に応え
る。
・企画展の開催に合わせて気軽に参加できる
イベントを開催するとともに、ハンズオン展
示、多言語解説など、誰もが鑑賞しやすい展
示環境を整備する。
・来館者の年齢層は５０代以上の割合が高く
平均で約6割を占めるため、広報面では、
SNS運用の工夫・強化など発信内容を多様化
し、若年層の来館促進を図る。

53 プラン6　
こころと体
の健康の増
進

取組6-1　
健康づく
り活動の
推進

（1）生活
習慣病を予
防するため
の健康的な
生活の推進

①家庭や地域と連携した健康づくり
・児童生徒が自分の体や生活について理解を
深める機会や資料を、関係機関と連携しなが
ら提供します。

・実技指導に力を入れることで、歯科保健教
育の充実が図ることができた。
・ライフスタイル調査の結果を活用した保健
教育や、健康づくり推進課と連携した血液検
査と関連付けた保健教育を行うことができ、
肥満傾向にある児童生徒の割合が減少した。
・血液検査事業の推進、歯科保健事業の推
進、健康教育の相談、資料提供を継続して
行ってきたことで、良好な状態で学校が健康
づくり活動を推進することができた。
・すべての幼稚園、小中学校で地域や学校の
伝統・文化等の特色をいかした食育を実施し
ており、各学校における食育の取組を推進で
きた。
・運動が好きな生徒（中学校2年生）の割合
は、84.6％であり、前年度と比べ0.8％の減
少ではあるが、R8中間目標値を超えている。

・歯科衛生士派遣事業として、全ての学校に
歯科衛生士を派遣し、歯科保健教育を推進し
た。
・血液検査事業として、小学校5年生、中学校
2年生の希望者に血液検査を実施するととも
に、その結果を踏まえ、健康づくり推進課と
連携しながら生活習慣病予防教育に取り組ん
だ。
・令和６年度に実施した上越市ライフスタイ
ル調査の結果を各校の健康教育で活用できる
よう、養護教諭に対し、結果の概要と活用方
法についての講話を行った。
・健康教育の実施に当たっては、健康づくり
推進課と連携し、学校の相談に応じ、資料の
提供を行った。
・血液検査をきっかけとして、検査未実施者
も含め、自分の体を見つめ、生活習慣病予防
について考える機会を提供できた。
・「家庭や地域との連携した健康づくり」の
実現に向け、学校だよりや保健だより等を活
用して健康に関する情報を家庭や地域に提供
したり、学校医や保護者,地域の代表が参加す
る学校保健委員会を開催し、児童生徒の生活
習慣の課題について話し合い、学び合う機会
を設けたりする活動を推進した。

・今後も、児童生徒が、健康的な生活習慣や
食生活、体力づくりについて理解を深め、自
分の生活を見直し、改善を図っていくことが
できるよう、学校だよりや保健だより等を活
用して健康に関する情報を家庭や地域に提供
したり、学校医や保護者,地域の代表が参加す
る学校保健委員会等のテーマとして話し合
い、学びあう機会を設けたりすることで、学
校・家庭・地域・関係機関等と連携して健康
教育を推進する。
・引き続き、安心安全な給食を提供するた
め、設備の保守点検や備品のメンテナンスを
始め、各種研修会の実施や地場産野菜を取り
入れた給食の提供等の取組を進めていく。
・学校現場では、業務の多忙化が進む中で、
子どもと向き合う時間を確保する上で、法的
に規定されていない血液検査を学校で行うこ
とについての抵抗感が強い。（血液検査実施
の時間的負担や学校職員の業務負担）
・また、学校で採血を行うことについての安
全管理上のリスクについても慎重に検討する
必要がある。
・こうした状況を踏まえ、学校現場の負担軽
減と安全面への配慮の両面から検討を行い、
実施方法及び対象の見直しとともに、健康教
育の更なる充実を図り、引いては、児童生徒
から心身の健康管理・増進等で頼りにされる
養護教諭が児童生徒にしっかり向き合う時間
の確保に結び付けていく。
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

54 プラン6　
こころと体
の健康の増
進

取組6-1　
健康づく
り活動の
推進

（1）生活
習慣病を予
防するため
の健康的な
生活の推進

②食育の推進
・児童生徒に地場産食材や郷土料理を取り入
れた給食献立を提供して食への関心を高め、
地域や学校の伝統・文化等の特色をいかした
食育を推進します。

・国や県からの食育に関わる情報を学校に提
供した。
・安心安全な給食提供のため、設備の保守点
検や備品のメンテナンス、必要な消耗品の配
備を行った。
・知識の向上と円滑な調理業務の実施及び共
通理解を図るため、8月に調理員研修会を実施
した。
・地場産野菜を積極的に献立に取り入れ、使
用拡大に努めた。
・月1回、ふるさと献立として地場産食材や郷
土料理を取り入れた給食を提供した。
・月1回、減塩の日献立として生活習慣病の予
防となる「減塩」のための食事や調理の工夫
について、適切な塩分量で調理された給食を
食べて学ぶ日とした。
・各種研修会により、調理員の知識の向上と
円滑な調理業務の実施のための共通理解を
図った。

（No53のとおり） （No53のとおり）

55 プラン6　
こころと体
の健康の増
進

取組6-1　
健康づく
り活動の
推進

（1）生活
習慣病を予
防するため
の健康的な
生活の推進

③体力づくりの推進
・児童生徒が生涯にわたって心身の健康を保
持増進し、豊かなスポーツライフを実現する
ため、学校における運動に親しむ教育活動づ
くりが推進できるよう、資料を提供するほ
か、指導・助言を行います。

・県の「健康増進・体力向上のための『1学校
1取組』」やスポーツ庁の「子供の運動習慣形
成と体力向上に向けた事例紹介」等を学校に
情報提供した。
・「子どもが主体的に学ぶ授業づくり」支援
訪問において生涯にわたり運動に親しむこと
につながる体育科の授業づくりについて支
援・指導した。

（No53のとおり） （No53のとおり）

56 プラン6　
防犯・交通
安全対策の
推進

取組6-2　
防犯・交
通安全意
識の向上

（1）防
犯・交通安
全対策の推
進

①上越市通学路安全対策プログラム事業
・児童生徒の通学路の安全を確保するため、
各学校から提出される通学路危険箇所改善要
望に基づき、関係機関と通学路危険箇所対策
会議を開き、合同点検を行い、連携して危険
箇所の改善を行います。

通学路の安全を確保するため、各学校から提
出される通学路危険箇所改善要望に基づき、
関係機関と通学路危険箇所対策会議や合同点
検を行い、危険箇所の改善を行った。

・通学路の安全が確保され、児童生徒が交通
ルールやマナーを理解し、大きな事故はなく
安全に登下校できている。
・令和6年度と比べて件数は増加したが、各学
校での安全教育の推進、保護者や地域ボラン
ティアによる見守りなど学校と地域との連携
の強化により登下校時の大きな事故はなく、
児童生徒が安全に登下校できている。

主な事故の発生は、小学生が歩行時、中学生
が自転車乗車時である。引き続き、学校とＰ
ＴＡや町内会等が協力し、登下校時の見守り
や街頭指導を行い、児童生徒の安全確保を行
う。また、学校と各機関との連携を密にし、
通学路の危険防止に係る対策を推進する。

57 プラン6　
防犯・交通
安全対策の
推進

取組6-2　
防犯・交
通安全意
識の向上

（1）防
犯・交通安
全対策の推
進

②学校安全推進事業
・児童生徒の登下校の安全確保のため、学
校・地域・保護者を対象とした研修の機会を
設けます。

児童生徒の安全確保や危険防止に係る対策を
推進し、学校と地域の連携を強化するため、6
月に学校の管理職及び保護者の代表者を対象
に、上越警察署生活安全課長を講師とした
「安心安全学校づくり研修」実施した。

（No56のとおり） （No56のとおり）
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　別冊　各プランの点検・評価

No. プラン名称 取組名称 取組項目 【取組内容】 R7（取組状況） R7（評価） R7（今後の取組）

58 プラン6　
人権・多様
性の尊重

取組6-3　
人権・非
核平和の
推進

（1）人権
教育、同和
教育の推進

①同和教育研究指定事業の実施
・教職員が実践研究・研修を通じて、同和問
題に対する理解と認識を深めたり、指導力を
高めたりして、児童生徒一人一人に鋭い人権
感覚を育む教育を推進するため、「同和教育
研究指定地区制度」推進事業を実施します。

・三和中学校区と春日中学校区の教職員が、
市内外の学校関係者に対して2年間の取組の実
践発表を行った。
・2月の成果発表研修会での発表や、学校同和
教育研修資料第45集の発行を通じて、研究の
成果を市内外の学校や関係機関と共有した。

・同和教育研究指定事業の結果、研究指定地
区の学校が連携・協力して、年間指導計画の
見直しや、部落問題学習、人権教育の授業改
善を行うことで、児童生徒の人権意識を高
め、差別や偏見・いじめを許さない心情や態
度、実践行動への意欲育成につながった。
・全小中学校が部落問題学習、人権教育の授
業改善の取組を実施した。
・全小中学校が現地学習会を実施し、教職員
に同和問題に対する正しい理解と認識を深め
ることができた。
・人権を考える講話会の開催により、市民の
同和問題を始めとする人権問題に対する正し
い理解と認識を深めることができた。
・市内全ての中学校から代表生徒を選出する
広島平和記念式典への中学生派遣や、市内の
全小中学校を3～4年で一巡する平和の担い手
養成講座を着実に実施することができ、児童
生徒による平和・非核に向けた学びの機会等
を設けることができた。

・人権教育、同和教育の活動拠点である白山
会館を核とした各種事業を実施し、事業参加
者の同和問題に対する正しい理解と認識の一
層の深化を図る。
・児童生徒の実態や地域の実情に応じて、部
落問題学習、人権教育の取組のテーマや研究
内容をより具体的に設定して、授業改善や保
護者、地域への意識啓発に取り組む。
・部落差別を始めとするあらゆる差別の解消
に向け、今後も引き続き、部落問題学習、人
権教育の充実を図る。
・全ての差別を無くすために継続した活動が
必要なため、現在の取組を引き続き展開して
いくとともに、近年広がりつつあるインター
ネット上での誹謗中傷や性などを理由とする
偏見、差別などの対応も含めた人権教育、同
和教育を推進する。
・非核平和を推進していくため、今後も広島
平和記念式典への中学生派遣や平和の担い手
養成講座を継続していく。

59 プラン6　
人権・多様
性の尊重

取組6-3　
人権・非
核平和の
推進

（1）人権
教育、同和
教育の推進

②教職員等現地学習会の開催
・同和問題に対する正しい理解と認識を深
め、人権教育における指導者としての資質向
上を図るため、教職員等を対象とした現地学
習会を実施します。

・全市立小中学校が現地学習会を実施したほ
か、市内高等学校及び市外小中学校等も白山
会館を会場に現地学習会を行った。
・市内外の教職員や行政職員等を対象に、現
地学習会を71回実施し、延べ2,050人が参加
した。
・地域住民と行政職員、教職員等との交流と
親睦を深めるため、交流事業を企画・実施し
た。
・市ホームページや現地学習会で人権啓発映
像、図書の紹介をするとともに、利用希望者
への貸出しを行った。

（No58のとおり） （No58のとおり）

60 プラン6　
人権・多様
性の尊重

取組6-3　
人権・非
核平和の
推進

（1）人権
教育、同和
教育の推進

③市民啓発の取組
・3年間で市内全小学校区を巡回する計画で、
学校、ＰＴＡ、町内関係者、地域青少年育成
会議等、地域の組織の協力を得て、人権を考
える講話会を開催します。

人権を考える講話会を15小学校区で開催し、
448人の参加があった。

（No58のとおり） （No58のとおり）

61 プラン6　
子育て環境
の充実

取組6-4　
多様な保
育サービ
スの提供

（1）放課
後児童クラ
ブの開設

①保護者のニーズに応じた放課後児童クラブ
の開設
・多様な家庭や就労形態がある中、保護者の
ニーズに即した放課後児童クラブの運営を行
うためニーズ調査を実施し、運用方法などの
検討・見直しを行います。

・保護者や児童が安心して安全に利用できる
よう、改善を行いながら放課後児童クラブを
開設した。
・指導主事や相談員のクラブ訪問や現場職員
からの相談等への対応など、クラブ運営への
支援を行うことで児童への対応方法などに改
善につなげた。

・支援員・補助員が希望する研修内容を取り
入れるなど、必要に応じた研修を実施するこ
とにより、児童等への対応にいかすことがで
きた。
・相談員の増員により、クラブ訪問の機会が
増えたことで、現場職員からの相談への対応
等、支援環境の充実が図られた。
・保護者の満足度は、中間目標とする令和8年
度における満足度の80％を超えていることか
ら、保護者のニーズに応えられているものと
考えている。

・研修会の機会に希望する研修内容を支援員
に聞くとともに、必要なスキルを身に付けら
れる内容となるよう工夫しながら研修を実施
していく。
・児童が安全で安心して利用できるよう、指
導主事及び相談員による、支援環境の質の向
上を図る。
・今後も保護者が安心して児童を預けれらる
環境を整えるため、民間事業者への運営委託
の推進により人材確保を図りながら、職員の
資質向上と保護者の利便性の向上が図れるよ
う、放課後児童クラブの運営方法等の改善を
行っていく。

62 プラン6　
子育て環境
の充実

取組6-4　
多様な保
育サービ
スの提供

（1）放課
後児童クラ
ブの開設

②支援員等の増員や資質向上への取組
・様々な媒体を活用して支援員等の募集を実
施し、増員に取り組みます。また、支援員等
への研修会を実施し、資質向上を図ります。

支援員・補助員の資質向上のため、各種研修
会を実施した。

（No61のとおり） （No61のとおり）

17 / 29 ページ



　別冊　各プランの点検・評価　（活動指標）

No.
プラン
のペー

ジ
プラン名称 取組名称 取組項目 エ【取組内容】 活動指標 活動状況（R7）

1 19 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-1　学力
向上の推進

（1）「知識・技能」「思考力・
判断力・表現力」「学びに向かう
力、人間性」の育成を目指す授業
づくり

①指導主事による各学校への訪問
と研修の実施

各校からの要請による学校訪問の実施 延べ13校24回

2 19 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-1　学力
向上の推進

（1）「知識・技能」「思考力・
判断力・表現力」「学びに向かう
力、人間性」の育成を目指す授業
づくり

①指導主事による各学校への訪問
と研修の実施

授業づくりや校内研修に関する相談対応 学校訪問を行い、相談に対応

3 19 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-1　学力
向上の推進

（1）「知識・技能」「思考力・
判断力・表現力」「学びに向かう
力、人間性」の育成を目指す授業
づくり

①指導主事による各学校への訪問
と研修の実施

教育センターによる授業づくりに関する研修の実施 学校力向上（学校づくり）研修：６講座開催
　参加者数：延べ20２人
授業力向上（授業づくり）研修：21講座（23
回）
　参加者数：延べ299人

4 19 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-1　学力
向上の推進

（1）「知識・技能」「思考力・
判断力・表現力」「学びに向かう
力、人間性」の育成を目指す授業
づくり

②児童生徒への学力検査の実施 標準学力検査の実施
小学校2～6年生（国語・算数）　　　 年間1回
中学校1年生（国語・数学）　　　　　年間1回
中学校2.3年生（国語・数学・英語）　年間1回

活動指標のとおり標準学力検査（NRT）を実施し
た。

5 20 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-1　学力
向上の推進

（2）ＩＣＴを効果的に活用した
授業づくり

- 各校からの要請による学校訪問の実施　随時 3校

6 20 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-1　学力
向上の推進

（2）ＩＣＴを効果的に活用した
授業づくり

- ICT活用に関する相談対応　随時 4校

7 20 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-1　学力
向上の推進

（2）ＩＣＴを効果的に活用した
授業づくり

- ICT活用に関する研修の実施　随時 7回開催

8 21 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（1）コミュニティ・スクールと
小中一貫教育の仕組みをいかした
カリキュラム・マネジメントの推
進

- スクール・マネジメント研修会　年2回
小中一貫教育研修会　年1回

学校づくり研修：６講座開催＊
＊コミュニティ・スクールと小中一貫教育を基に
した「学校づくり研修」として実施
参加者数：延べ20２人

9 21 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（1）コミュニティ・スクールと
小中一貫教育の仕組みをいかした
カリキュラム・マネジメントの推
進

- スクール・マネジメント訪問　年3回 年３回開催

10 21 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（1）コミュニティ・スクールと
小中一貫教育の仕組みをいかした
カリキュラム・マネジメントの推
進

- 夢・志チャレンジスクール事業の実施　通年 通年実施

11 23 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（2）学校・家庭・地域が連携・
協働した地域ぐるみの教育の推進

- 新任コーディネーター研修会　年1回 年1回開催

12 23 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（2）学校・家庭・地域が連携・
協働した地域ぐるみの教育の推進

- コーディネーター研修会　年1回 年4回開催
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　別冊　各プランの点検・評価　（活動指標）

No.
プラン
のペー

ジ
プラン名称 取組名称 取組項目 エ【取組内容】 活動指標 活動状況（R7）

13 23 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（2）学校・家庭・地域が連携・
協働した地域ぐるみの教育の推進

- 活動事例発表会、意見交換会　年1回 年1回開催

14 23 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（2）学校・家庭・地域が連携・
協働した地域ぐるみの教育の推進

- 各地域青少年育成会議事務局訪問　随時 11月6日～12月17日の間に随時訪問

15 23 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（3）学校・地域が連携した青少
年健全育成の推進

①街頭指導活動の実施 街頭指導活動の実施　通年 年148回実施

16 24 プラン1　主体的
な学びを支える学
校教育の充実

取組1-2　特色
ある学校教育の
推進

（3）学校・地域が連携した青少
年健全育成の推進

②特別街頭指導の実施 特別街頭指導の実施　年2回 年2回実施

17 27 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（1）いじめや不登校に悩む児童
生徒や保護者、教職員、学校への
支援体制の充実

①いじめや不登校に悩む児童生徒
への支援

「子どもほっとライン」による相談　随時対応 相談件数：79件

18 27 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（1）いじめや不登校に悩む児童
生徒や保護者、教職員、学校への
支援体制の充実

①いじめや不登校に悩む児童生徒
への支援

学校訪問カウンセラーの学校訪問相談
定期及び随時

相談件数：1,306件

19 27 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（1）いじめや不登校に悩む児童
生徒や保護者、教職員、学校への
支援体制の充実

①いじめや不登校に悩む児童生徒
への支援

教育支援室の開設　平日に開設 利用者数：北教室47人、南教室28人

20 27 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（1）いじめや不登校に悩む児童
生徒や保護者、教職員、学校への
支援体制の充実

①いじめや不登校に悩む児童生徒
への支援

生徒指導支援員の配置　授業日に勤務 中学校6校、小学校１校に配置

21 27 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（1）いじめや不登校に悩む児童
生徒や保護者、教職員、学校への
支援体制の充実

②学校や教職員の指導体制への支
援

ＪＡＳＴ（じょうえつあんしんサポートチーム）に
よる支援　随時対応

随時対応

22 27 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（1）いじめや不登校に悩む児童
生徒や保護者、教職員、学校への
支援体制の充実

②学校や教職員の指導体制への支
援

カウンセリング研修会の開催　
年間6回開催

年6回開催

23 29 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（2）特別な支援を要する児童生
徒や保護者、教職員、学校への支
援体制の充実

①特別な支援を必要とする児童生
徒や保護者への早期支援

就学相談　6月～12月及び随時 幼児の就学相談：334件
児童生徒の就学相談：142件

24 29 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（2）特別な支援を要する児童生
徒や保護者、教職員、学校への支
援体制の充実

①特別な支援を必要とする児童生
徒や保護者への早期支援

園訪問　
年中児訪問（全園）10月～2月
年長児訪問（要請） 4月～5月

市内全ての保育園等の年中児訪問、要請のあった
保育園等の年長児訪問を実施
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25 29 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（2）特別な支援を要する児童生
徒や保護者、教職員、学校への支
援体制の充実

②学校や教職員の指導体制への支
援

特別支援学級巡回訪問　各校年間1回開催 指定した各訪問校で年1回開催

26 29 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（2）特別な支援を要する児童生
徒や保護者、教職員、学校への支
援体制の充実

②学校や教職員の指導体制への支
援

校内委員会改善支援訪問　各校年間1回開催 指定した各訪問校で年1回開催

27 29 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（2）特別な支援を要する児童生
徒や保護者、教職員、学校への支
援体制の充実

②学校や教職員の指導体制への支
援

巡回相談 巡回相談員：40人
相談件数：小学校109件、中学校11件

28 29 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（2）特別な支援を要する児童生
徒や保護者、教職員、学校への支
援体制の充実

②学校や教職員の指導体制への支
援

学校教職員研修　随時 依頼があったら随時実施

29 29 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（2）特別な支援を要する児童生
徒や保護者、教職員、学校への支
援体制の充実

②学校や教職員の指導体制への支
援

ＬＤ指導員研修　年間4回開催 研修：年2回開催
情報交換会：年4回開催

30 29 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（2）特別な支援を要する児童生
徒や保護者、教職員、学校への支
援体制の充実

③学校と関係機関との連携強化に
向けた支援

「個別の教育支援計画」作成・運用に関する指導・
助言 学校の依頼に応じて随時

巡回相談員：40人
相談件数：小学校109件、中学校11件

31 31 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（3）学校生活で日本語指導・支
援が必要な児童生徒や保護者、教
職員、学校への支援体制の充実

- 日本語指導・支援が必要であると申請した学校の児
童生徒に対し指導・支援を行った割合

講師派遣：小学校 100％（11校/11校）
中学校 100％（2校/2校）
支援員配置：小学校 100％（2校/2校）
中学校 100%（1校/1校）

32 33 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（4）義務教育終了後に困難を抱
える若者への支援体制の充実

①若者の居場所「Ｆｉt」の運営 「Ｆｉｔ」での支援・相談対応　随時 不登校やひきこもりなど困難を抱える若者の自立
支援のための居場所として運営

33 33 プラン2　教育環
境の充実

取組2-1　全て
の子どもの学び
の保障

（4）義務教育終了後に困難を抱
える若者への支援体制の充実

②支援ネットワークの構築 関係機関への訪問、関係機関との連携会議の開催　
随時

関係機関への訪問：利用者の状況に応じ就労支援
等で随時実施
関係機関連絡会議の開催：年2回実施

34 34 プラン2　教育環
境の充実

取組2-2　学校
の適正配置・学
びの環境の整備

（1）学校施設整備事業 - 長寿命化改修（機能向上）　
おおむね40年に1回改修を行う

[設計]
柿崎小学校（校舎・体育館）

35 34 プラン2　教育環
境の充実

取組2-2　学校
の適正配置・学
びの環境の整備

（1）学校施設整備事業 - 大規模改造　（現状回復）　
おおむね20年に1回改修を行う

[工事]
南本町小学校（校舎・体育館）
城北中学校（校舎）、城東中学校（校舎）、城西
中学校（校舎）、直江津中学校（校舎）直江津東
中学校（校舎）、牧中学校（校舎）、吉川中学校
（校舎）、名立中学校（校舎）

36 35 プラン2　教育環
境の充実

取組2-2　学校
の適正配置・学
びの環境の整備

（2）小中学校の適正配置に向け
た重点取組

- 保護者、地域等との意見交換会
必要に応じ随時実施

年117回実施
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37 35 プラン2　教育環
境の充実

取組2-2　学校
の適正配置・学
びの環境の整備

（2）小中学校の適正配置に向け
た重点取組

- 対象校によるＩＣＴ活用や合同授業に係る意見交換
会 年2回

意見交換会：年1回実施
研修：1回実施

38 39 プラン3　多様な
学びの推進

取組3-1　多様
な学習機会の充
実

（1）多様な学習ニーズに対応し
た学習情報や機会の提供

- ①出前講座の実施
・各学習テーマに関心のある方や、サークルの勉強
会に市職員を講師として派遣

1,053回実施

39 39 プラン3　多様な
学びの推進

取組3-1　多様
な学習機会の充
実

（1）多様な学習ニーズに対応し
た学習情報や機会の提供

- ②生涯学習情報の提供
・様々な活動を行っている団体・サークル、学習指
導者情報の収集、提供

ホームページへの掲載

40 - プラン3　多様な
学びの推進

取組3-1　多様
な学習機会の充
実

（2）子どもたちへの多様な体験
学習の場の提供

- （活動指標なし） -

41 41 プラン3　多様な
学びの推進

取組3-1　多様
な学習機会の充
実

（3）みんなで育む教育の推進 - 上越教育大学、関係団体等との連携による教育コラ
ボ学び愛フェスタの開催
年1回

年1回開催
参加者数：4,116人

42 - プラン3　多様な
学びの推進

取組3-1　多様
な学習機会の充
実

（4）水族博物館における学習機
会の充実

①常設展示の更新 （活動指標なし） ①常設展示の更新

43 - プラン3　多様な
学びの推進

取組3-1　多様
な学習機会の充
実

（4）水族博物館における学習機
会の充実

②特別展、企画展の開催 （活動指標なし） ②特別展、企画展の開催

44 - プラン3　多様な
学びの推進

取組3-1　多様
な学習機会の充
実

（4）水族博物館における学習機
会の充実

③教育プログラムの実施 （活動指標なし） ③教育プログラムの実施

45 - プラン3　多様な
学びの推進

取組3-2　多様
な学習活動の推
進

（1）公民館を通じた人づくり - （活動指標なし） -

46 45 プラン3　多様な
学びの推進

取組3-2　多様
な学習活動の推
進

（2）図書館活動の推進 ①読書活動推進事業の実施 定例のおはなし会の開催回数
週3回以上（全館合計）

週3回以上実施
（週1回開催：3件、月2回開催：1件、月1回開
催：8件、年6回開催：1件）

47 45 プラン3　多様な
学びの推進

取組3-2　多様
な学習活動の推
進

（2）図書館活動の推進 ②学校及び公民館図書室との連携 学校からの相談　随時対応 70件程度対応
（内容：図書の貸出し、図書館利用、学校訪問
等）

48 45 プラン3　多様な
学びの推進

取組3-2　多様
な学習活動の推
進

（2）図書館活動の推進 ②学校及び公民館図書室との連携 公民館図書室への図書配送便の運行
週1回以上

週1回又は2回運行
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49 45 プラン3　多様な
学びの推進

取組3-2　多様
な学習活動の推
進

（2）図書館活動の推進 ③図書資料の充実 テーマ展示の開催　各公民館月1回以上 月1回以上実施
（定例のテーマ展示、小テーマ展示、他部署と連
携した展示など）

50 49 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（1）スポーツ活動の普及推進 ①スポーツ推進委員による出前講
座

スポーツ推進委員の出前講座への
派遣人数　年160人

年181人派遣

51 49 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（1）スポーツ活動の普及推進 ②各種補助事業 補助金交付大会及びイベント数 年20回 年19回実施

52 49 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（1）スポーツ活動の普及推進 ③上越-健康運動プログラム(Ｊ－Ｗ
ＥＬＬＮＥＳＳ)

上越－健康運動プログラム　年5講座 年５講座実施

53 49 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（1）スポーツ活動の普及推進 ④スポーツクラブのない地域での
スポーツ教室の実施

スポーツクラブのない地域での
スポーツ教室　年5講座

年5講座実施

54 50 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（1）スポーツ活動の普及推進 ⑤ホストタウン事業の実施 パラスポーツ団体や企業と連携した
小中学校におけるパラスポーツ体験
年5校

年6校実施

55 - プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（2）総合型地域スポーツクラブ
の育成・支援

①総合型地域スポーツクラブ運営
費補助金

（活動指標なし） -

56 51 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（2）総合型地域スポーツクラブ
の育成・支援

②スポーツクラブのない地域での
スポーツ教室の実施

スポーツクラブのない地域での
スポーツ教室　年5講座

年5講座実施

57 51 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（2）総合型地域スポーツクラブ
の育成・支援

③総合型地域スポーツクラブ研修
会

総合型地域スポーツクラブを対象とした
研修会　年1回

年1回実施

58 53 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（3）スポーツ競技力の向上 ①ジュニアトップアスリート育成
強化事業等補助金

小中高一貫指導を行う団体に補助金交付
6団体

６団体（柔道、硬式野球、スキー、空手道、バ
レーボール、スポーツクライミング）

59 53 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（3）スポーツ競技力の向上 ②スポーツ指導者養成事業補助金 市内のスポーツ指導者を対象とした
講習会実施　7団体

８団体（水泳競技、ソフトボール、弓道、剣道、
バドミントン、バスケットボール、アイスホッ
ケー、スポーツ少年団）

60 53 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（3）スポーツ競技力の向上 ③日本体育大学との連携事業 日本体育大学から専門指導者を招聘し
行う研修会　年1回

年１回実施
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61 53 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（3）スポーツ競技力の向上 ④スポーツ活動サポート事業（小
中学校への専門技術指導者派遣事
業）

課外活動及び運動部活動に外部指導者を
派遣　年1,400回

小学校年6回（2校）派遣
中学校年312回（14校）派遣

62 53 プラン4　スポー
ツの振興

取組4-1　ス
ポーツ活動の充
実

（3）スポーツ競技力の向上 ⑤地域クラブフェア 地域クラブフェアの開催　年2回 年１回実施

63 - プラン4　スポー
ツの振興

取組4-2　ス
ポーツ環境の充
実

（1）体育施設整備事業 - （活動指標なし） -

64 57 プラン5　文化活
動の振興

取組5-1　歴
史・文化的資源
の保存と活用

（1）歴史・文化的資源の適切な
保存と継承

①文化財調査審議会の開催 市指定文化財の件数 前年度以上 318件（県文化財指定に伴う市指定件数の減）

65 57 プラン5　文化活
動の振興

取組5-1　歴
史・文化的資源
の保存と活用

（1）歴史・文化的資源の適切な
保存と継承

②歴史・文化的資源の適切な保存
と継承

指定文化財の保存や活用を行う団体への支援（補助
金の交付）件数　指定文化財件数の10％以上

28件（指定文化財の8.8％）

66 57 プラン5　文化活
動の振興

取組5-1　歴
史・文化的資源
の保存と活用

（1）歴史・文化的資源の適切な
保存と継承

③遺跡・遺跡推定地の発掘調査実
施

工事中の遺跡発見件数 0件 0件

67 58 プラン5　文化活
動の振興

取組5-1　歴
史・文化的資源
の保存と活用

（2）歴史・文化的資源の活用の
充実

①各施設の特徴をいかした展示の
実施

上越市埋蔵文化財センターの年間入館者数 直近2年
の平均入館者数の90％以上

直近2年の平均入館者数(25,149人)に対し
107％
入館者数：年27,030人

68 58 プラン5　文化活
動の振興

取組5-1　歴
史・文化的資源
の保存と活用

（2）歴史・文化的資源の活用の
充実

②講座・イベント等（活用事業）
の実施

見学会・講座など活用事業への年間参加者数 直近2
年の平均参加者数の90％以上

・小中学校での授業と春日山講座
直近2年の平均参加者数(577人)に対し104.4％
参加者数：年523人
・本長者原廃寺跡現地見学会、埋蔵文化財セン
ター見学など
直近2年の平均参加者数の(634人)に対し96.8％
参加者数：年607人
・じょうえつ歴史講座など
直近2年の平均参加者数(1,990人)に対し88.6％
参加者数：年1,764人

69 59 プラン5　文化活
動の振興

取組5-1　歴
史・文化的資源
の保存と活用

（2）歴史・文化的資源の活用の
充実

③学校授業での活用 学校の年間利用回数 直近2年の平均参加者数の
90％以上

・埋蔵文化財センターの学校利用　
利用回数：年4回、参加者数：年223人
直近2年の平均利用回数(5回、250人)に対し
80％
・釜蓋遺跡ガイダンスの学校利用
利用回数：年18回、参加者数：785人
直近2年の平均利用回数(25.5回、596人)に対し
70.6％
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　別冊　各プランの点検・評価　（活動指標）

No.
プラン
のペー

ジ
プラン名称 取組名称 取組項目 エ【取組内容】 活動指標 活動状況（R7）

70 61 プラン5　文化活
動の振興

取組5-2　文
化・芸術活動の
推進

（1）文化・芸術に親しむ環境づ
くり

- 上越市民芸能祭の開催　各部門 年1回
・市民芸能祭（6部門：洋舞、民謡・民舞、合唱、
古典芸能、ハワイアン・フラ、よさこい）の開催を
通じて多様な芸能に触れる機会を提供

各部門 年1回開催
洋舞　出演者120人、6団体、来場者900人
民謡・民舞　出演者134人、20団体、来場者
500人
合唱　出演者250人、11団体、来場者400人
古典芸能　出演者68人、9団体、来場者180人
ハワイアンフラ　出演者250人、26団体、来場
者650人
よさこい　出演者130人、8団体、来場者450人

71 61 プラン5　文化活
動の振興

取組5-2　文
化・芸術活動の
推進

（1）文化・芸術に親しむ環境づ
くり

- 上越市美術展覧会（市展）の開催 年1回
・美術・芸術文化の振興を図るため、市民に美術・
芸術活動の成果を発表する場や鑑賞の機会として市
展を開催
・開催部門：6部門（日本画、洋画・版画、彫刻・
立体造形、工芸・グラフィックデザイン、書道、写
真）

年1回開催
出品者数：公募 273人、無鑑査 55人
出品点数：公募 312点、無鑑査 55点
入選点数：311点
会場・部門等及び入場者数：計3,720人
（9日間延べ）
　[内訳]
高田城址公園オーレンプラザ：2,670人
（日本画、洋画・版画、彫刻・立体造形、工芸・
グラフィックデザイン）
ミュゼ雪小町：1,050人（書道、写真）

72 62 プラン5　文化活
動の振興

取組5-2　文
化・芸術活動の
推進

（2）歴史博物館企画展等開催事
業

- 企画展開催数 年2回 年２回開催

73 63 プラン5　文化活
動の振興

取組5-2　文
化・芸術活動の
推進

（3）小林古径記念美術館企画展
等開催事業

- 企画展開催数 年4回 年4回開催

74 66 プラン6　こころ
と体の健康の増進

取組6-1　健康
づくり活動の推
進

（1）生活習慣病を予防するため
の健康的な生活の推進

①家庭や地域と連携した健康づく
り

歯科保健事業の推進 6月～1月 歯科衛生士の派遣を実施
65校/65校実施（幼稚園を含む）

75 66 プラン6　こころ
と体の健康の増進

取組6-1　健康
づくり活動の推
進

（1）生活習慣病を予防するため
の健康的な生活の推進

①家庭や地域と連携した健康づく
り

血液検査事業の推進4月～1月 全ての希望者に血液検査を実施（実施率）
小学校5年生：81.7％
中学校2年生：73.4％

76 66 プラン6　こころ
と体の健康の増進

取組6-1　健康
づくり活動の推
進

（1）生活習慣病を予防するため
の健康的な生活の推進

①家庭や地域と連携した健康づく
り

健康教育の相談、資料提供 随時 随時実施

77 67 プラン6　こころ
と体の健康の増進

取組6-1　健康
づくり活動の推
進

（1）生活習慣病を予防するため
の健康的な生活の推進

②食育の推進 地場産食材や郷土料理を取り入れた給食献立の提供 
月1回

月1回提供

78 67 プラン6　こころ
と体の健康の増進

取組6-1　健康
づくり活動の推
進

（1）生活習慣病を予防するため
の健康的な生活の推進

②食育の推進 食育に関する情報提供　随時 随時実施
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79 67 プラン6　こころ
と体の健康の増進

取組6-1　健康
づくり活動の推
進

（1）生活習慣病を予防するため
の健康的な生活の推進

③体力づくりの推進 運動に親しむ教育活動の相談　随時 随時実施

80 67 プラン6　こころ
と体の健康の増進

取組6-1　健康
づくり活動の推
進

（1）生活習慣病を予防するため
の健康的な生活の推進

③体力づくりの推進 資料の提供　随時 随時実施

81 69 プラン6　防犯・
交通安全対策の推
進

取組6-2　防
犯・交通安全意
識の向上

（1）防犯・交通安全対策の推進 ①上越市通学路安全対策プログラ
ム事業

通学路危険箇所対策会議　　7月 7月に実施

82 69 プラン6　防犯・
交通安全対策の推
進

取組6-2　防
犯・交通安全意
識の向上

（1）防犯・交通安全対策の推進 ①上越市通学路安全対策プログラ
ム事業

通学路合同点検　　　　　　8月 8月に実施

83 69 プラン6　防犯・
交通安全対策の推
進

取組6-2　防
犯・交通安全意
識の向上

（1）防犯・交通安全対策の推進 ②学校安全推進事業 教育センター研修 安心安全な学校づくり
研修 年間 1回

年1回実施
参加者数：131人

84 71 プラン6　人権・
多様性の尊重

取組6-3　人
権・非核平和の
推進

（1）人権教育、同和教育の推進 ①同和教育研究指定事業の実施 指導主事による部落問題学習、人権教育の授業改善
のための学校訪問　全指定校

全指定校（小学9校、中学5校）への
訪問を実施

85 71 プラン6　人権・
多様性の尊重

取組6-3　人
権・非核平和の
推進

（1）人権教育、同和教育の推進 ①同和教育研究指定事業の実施 実践発表会の開催　年1回 年1回開催
同和教育研究指定地区成果発表研修会

86 71 プラン6　人権・
多様性の尊重

取組6-3　人
権・非核平和の
推進

（1）人権教育、同和教育の推進 ①同和教育研究指定事業の実施 学校同和教育研修資料の発行　年1回 年1回発行
学校同和教育研修資料第45集発行

87 - プラン6　人権・
多様性の尊重

取組6-3　人
権・非核平和の
推進

（1）人権教育、同和教育の推進 ②教職員等現地学習会の開催 （活動指標なし） -

88 - プラン6　人権・
多様性の尊重

取組6-3　人
権・非核平和の
推進

（1）人権教育、同和教育の推進 ③市民啓発の取組 （活動指標なし） -

89 74 プラン6　子育て
環境の充実

取組6-4　多様
な保育サービス
の提供

（1）放課後児童クラブの開設 ①保護者のニーズに応じた放課後
児童クラブの開設

保護者アンケート調査の実施 年1回 年1回実施

90 74 プラン6　子育て
環境の充実

取組6-4　多様
な保育サービス
の提供

（1）放課後児童クラブの開設 ②支援員等の増員や資質向上への
取組

全支援員・補助員 を対象とした各種
研修会の実施 年間4回以上

全職員向け研修：年4回実施
新採用職員研修：年２回実施
兼任教育補助員研修：年3回実施　
支援員認定資格講習：年1回実施
アレルギー研修：2回実施
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　別冊　各プランの点検・評価　（成果指標）

№
ペー
ジ

プラ
ン

取組 取組 成果指標名
中間目標値
（R8）

最終目標値
（R12）

R5実績 R6実績 R7実績

1 19 1 1 （1） 様々な研修（外部研修、校内研修等）に
参加し、研修内容をいかして授業改善に
取り組んでいる教職員の割合（上越市第
3次総合教育プランアンケート）

80.0% 85.0% 96% 小中学校94.8％ 小中学校93.0%

2 19 1 1 （1） 授業がわくわくする（楽しい、分かる、
おもしろい）と感じる児童・生徒の割合
（上越市第3次総合教育プランアンケー
ト）

70.0% 75.0% 91% 小学校93.0％
中学校87.0％

小学校93.0%
中学校89.0％

3 19 1 1 （1） 児童・生徒の全国標準学力検査の偏差値
（小学校2年生～中学校3年生・全教科）

全学年･全教科
偏差値50以上

全学年･全教科
偏差値50以上

〈令和5年4月実施〉
小学校2～6年生(国語)
全国平均と同程度

小学校2～6年生(算数)
全国平均と同程度

中学校1～3年生(国語)
全国平均を下回る

中学校1～3年生(数学)
全国平均を下回る

中学校2・3年生(英語）
全国平均を下回る

〈令和6年4月実施〉
小学校2～6年生(国語)
全国平均と同程度

小学校2～6年生(算数)
全国平均と同程度

中学校1～3年生(国語)
全国平均を下回る

中学校1～3年生(数学)
全国平均を下回る

中学校2・3年生(英語）
全国平均を下回る

〈令和7年4月実施〉
小学校2～6年生(国語)
全国平均を下回る

小学校2～6年生(算数)
全国平均と同程度

中学校1～3年生(国語)
全国平均を下回る

中学校1～3年生(数学)
全国平均を下回る

中学校2・3年生(英語）
全国平均を下回る

4 20 1 1 （2） 学校で、自分の考えをまとめ、発表する
場面でＩＣＴを週1回以上使っている児
童生徒の割合

前年度を上回る 前年度を上回る 小学校　47.9％
中学校　75.5％

小学校　46.5％
中学校　64.3％

小学校　50.0％
中学校　74.3％

5 22 1 2 （1） コミュニティ・スクールで小中一貫教育
の仕組みをいかし、カリキュラム・マネ
ジメントに取り組んだ学校の割合

「特色ある学校をつく
るためのカリキュラ
ム・マネジメントの視
点」で肯定的評価が７

割以上

「特色ある学校をつく
るためのカリキュラ
ム・マネジメントの視
点」で肯定的評価が７

割以上

「特色ある学校を作るため
のカリキュラム・マネジメ
ントの視点」で肯定的評価

が7割であった。

「特色ある学校を作るため
のカリキュラム・マネジメ
ントの視点」で肯定的評価

が10割であった。

「特色ある学校を作るため
のカリキュラム・マネジメ
ントの視点」で肯定的評価

が10割であった。

6 23 1 2 （2） 地域学校協働活動推進員の年間活動回数 950回 1,000回 1,124回 1,136回 1,211回

7 24 1 2 （3） 街頭指導において「注意」「指導」を受
けた青少年の人数

500人以下 450人以下 134人 130人 130人

8 27 2 1 （1） 学校が楽しいと感じる児童・生徒の割合 全国平均値以上かつ現
状値以上

全国平均値以上かつR8
実績値以上

小学校6年生：89.0％
（全国平均：85.3％）
中学校3年生：82.2％
（全国平均：81.8％）

小学校6年生：89.8％
（全国平均：84.8％）
中学校3年生：82.4％
（全国平均：83.8％）

小学校6年生：89.1％
（全国平均：86.5％）
中学校3年生：86.6％
（全国平均：86.1％）
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　別冊　各プランの点検・評価　（成果指標）

№
ペー
ジ

プラ
ン

取組 取組 成果指標名
中間目標値
（R8）

最終目標値
（R12）

R5実績 R6実績 R7実績

9 27 2 1 （1） 不登校児童・生徒の割合(1,000人当たり
の不登校児童生・徒数）

全国平均値以下
小：13.0
中：50.0
（R3）

全国平均値以下 小学校：16.9人
（全国平均：21.4人）

中学校：60.8人
（全国平均：67.1人）

小学校：17.3人
（全国平均：23.0人）

中学校：67.1人
（全国平均：67.9人）

小学校：20.2人
（全国平均：－）
中学校：66.5人

（全国平均：－）

10 28 2 1 （1） 学校の教職員が、不登校児童生徒への自
立に向けた支援ができている

学校の教職員が、不登
校児童生徒へ自立に向
けた支援を行っている

学校の教職員が、不登
校児童生徒へ自立に向
けた支援を行っている

学校の教職員と面会できて
いない児童生徒数
児童2人、生徒4人

学校の教職員と面会できて
いない児童生徒数
児童1人、生徒2人

学校の教職員と面会できて
いない児童生徒数
児童1人、生徒2人

11 30 2 1 （2） ＬＤ（学習障害）通級指導教室での指導
により、児童生徒の学習意欲と学力の向
上が図られている（利用校のみ）

児童生徒に適切な指導
がなされ、学習意欲と
学力の向上が図られて

いる

児童生徒に適切な指導
がなされ、学習意欲と
学力の向上が図られて

いる

ＬＤ通級指導室設置校（8校
8教室）の評価では、児童生
徒の学習意欲と学力の向上
が図られていると回答

ＬＤ通級指導室設置校（8校
8教室）の評価では、児童生
徒の学習意欲と学力の向上

が図られていると回答

ＬＤ通級指導室設置校（8校
8教室）の評価では、児童生
徒の学習意欲と学力の向上
が図られていると回答

12 30 2 1 （2） 自立活動の指導により、一人一人の子ど
もの学習上又は生活上の困難の改善が図
られている（個別の指導計画を作成して
いる学校のみ）

自立活動等の指導によ
り、学習上又は生活上
の困難の改善が図られ

ている

自立活動等の指導によ
り、学習上又は生活上
の困難の改善が図られ

ている

自立活動の指導により、学
習上又は生活上の困難の改

善が図られている
小学校 44/45校
中学校 20/20校

自立活動の指導により、学
習上又は生活上の困難の改

善が図られている
小学校 45/45校
中学校 19/19校

自立活動の指導により、学
習上又は生活上の困難の改

善が図られている
小学校　43/44校
中学校　19/20校

13 30 2 1 （2） 教育補助員、介護員、学校看護師を活用
することで、児童生徒の支援に効果が
あった学校の割合（配置校のみ）

小学校　100％
中学校　100％

小学校　100％
中学校　100％

小学校：100％
（42/42校）
中学校：100％
（20/20校）

小学校：100％
（41/41校）
中学校：100％
（19/19校）

小学校：97.6％
（41/42校）
中学校：100％
（19/19校）

14 32 2 1 （3） 児童生徒が必要な支援を受けることがで
きている
（配置校のみ）

児童生徒が必要な支援
を受けることができて

いる

児童生徒が必要な支援
を受けることができて

いる

児童生徒が必要な支援を受
けることができている

児童生徒が必要な支援を受
けることができている

児童生徒が必要な支援を受
けることができている

15 33 2 1 （4） Ｆｉtで支援する人数 18人 20人 31人 22人 28人

16 33 2 1 （4） 上記人数のうち他機関等と連携して支援
している人数

12人 15人 28人 20人 26人

17 35 2 2 （1） 上越市学校施設長寿命化計画に基づく、
計画的かつ効率的な改修

計画的かつ効率的な改
修を実施します。

計画的かつ効率的な改
修を実施します。

計画的かつ効率的な改修を
実施しています。

計画的かつ効率的な改修を
実施しています。

計画的かつ効率的な改修を
実施しています。

18 36 2 2 （2） 複式学級の課題の解決に向けた取組を実
施している学校数と複式学級の課題が解
決した学校数（R4年度以降の取組の累
計）

取組実施：13校
課題解決：7校
（R4-R8累計）

取組実施：15校
課題解決：12校
（R4-R12累計）

取組実施：13校
複式学級の課題

解決：1校

取組実施：13校
複式学級の課題

解決：3校

取組実施：13校
複式学級の課題

解決：6校
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　別冊　各プランの点検・評価　（成果指標）

№
ペー
ジ

プラ
ン

取組 取組 成果指標名
中間目標値
（R8）

最終目標値
（R12）

R5実績 R6実績 R7実績

19 39 3 1 （1） 出前講座の派遣回数 780回 800回 994回 1,061回 1,053回

20 40 3 1 （2） 謙信ＫＩＤＳプロジェクト参加者アン
ケートで「上越のことをもっと知りたく
なった」と答えた参加者の割合

95% 95% 96.30% 95.40% 94.58%

21 41 3 1 （3） 上越市教育コラボ学び愛フェスタの参加
者数

960人 1,060人 4,262人 4,293人 4,116人

22 41 3 1 （4） 入館者数 340,000人 330,000人 359,933人 355,867人 334,154人

23 44 3 2 （1） 公民館が行う講座を受講したことによ
り、地域づくりに向けて行動する意欲が
高まった受講者の割合（講座の受講者ア

67.0% 83.0% 84.5% 84.8% 80.4%

24 45 3 2 （2） 図書館における人口に対する貸出利用者
の割合

108.1% 108.4% 107.6% 110.1% 111.3%

25 45 3 2 （2） 図書館における人口に対する15歳以下の
利用登録の割合

23.9% 25.0% 20.5% 20.4% 23.4%

26 50 4 1 （1） 1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2回
以上、1年以上実施している人の割合

40.0% 45.0% 35.0% 37.0% 35.1%

27 51 4 1 （2） 市内の総合型地域スポーツクラブ、ス
ポーツ協会会員の割合

13.0% 15.0% 11,1% 10.9% 11.0%

28 53 4 1 （3） 小・中学生、高校生の北信越・全国クラ
スの大会の出場数（学校部活動以外を含
む）

570人 668人 797人 714人 546人

29 54 4 2 （1） 体育施設（体育館）の1施設当たりの年
間延べ利用者数

25,068人/施設 25,068人/施設 18,858人/施設 19,132人/施設 22,261人/施設

30 54 4 2 （1） 体育施設（野球場）の1施設当たりの年
間延べ利用者数

7,842人/施設 7,842人/施設 6,442人/施設 5,769人/施設 5,823人/施設

31 54 4 2 （1） 体育施設（多目的広場）の1施設当たり
の年間延べ利用者数

6,040人/施設 6,040人/施設 4,995人/施設 5,323人/施設 5,659人/施設

32 54 4 2 （1） 体育施設（テニスコート）の1施設当た
りの年間延べ利用者数

7,285人/施設 7,285人/施設 7,917人/施設 8,031人/施設 6,774人/施設

33 57 5 1 （1） 地域の歴史や伝統が継承されていると感
じている市民の割合（上越市市民の声ア
ンケート）

57.7% 60.0% - - 55.7%
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　別冊　各プランの点検・評価　（成果指標）

№
ペー
ジ

プラ
ン

取組 取組 成果指標名
中間目標値
（R8）

最終目標値
（R12）

R5実績 R6実績 R7実績

34 59 5 1 （2） 地域の歴史や伝統が継承されていると感
じている市民の割合（上越市市民の声ア
ンケート）

57.7% 60.0% - - 55.7%

35 61 5 2 （1） 市展出品者のうち、新規出品者の割合 25.0% 26.0% 26.4% 21.5% 17.9%

36 62 5 2 （2） 地域の歴史や伝統が継承されていると感
じている市民の割合（上越市市民の声ア
ンケート）

57.7% 60.0% - - 55.7%

37 63 5 2 （3） 企画展を観覧して満足したと感じている
来館者の割合（来館者アンケートによ
る）

80％以上 80％以上 86.0% 91.8% 98.4%

38 67 6 1 （1） 肥満傾向にある児童（小学校5年生）の
割合

12.0%以下 12.0%以下 12.2% 10.5% 11.0%

39 67 6 1 （1） 血液検査の脂質検査の結果の有所見者率
（中学生）

21.0%以下 21.0%以下 中学校2年生　20.0％ 中学校2年生　17.7％ 中学校2年生　17.2％

40 67 6 1 （1） 朝食を欠食する児童生徒の割合（小学校
6年生）

0% 0% 3.3% 3.1% 3.9%

41 67 6 1 （1） 運動が好きな児童生徒の割合（中学校2
年生）

81.5% 81.5％以上かつR8実績
値以上

81.0% 85.4% 84.6%

42 69 6 2 （1） 登下校時の交通事故発生件数 Ｒ3実績値以下
※Ｒ3実績値

小学校2件中学校8件

R8実績値以下 小学校7件
中学校9件

小学校3件
中学校 9件

小学校5件
中学校11件

43 72 6 3 （1） 差別に憤ったり、自分事として考えたり
する場面を大切にした指導過程を工夫す
るなど、部落問題学習、人権教育の授業
改善に取り組んだ学校の数

市立全小中学校 市立全小中学校 全小中学校 全小中学校 全小中学校

44 72 6 3 （1） 現地学習会参加校数 市立全小中学校 市立全小中学校 全小中学校 全小中学校 全小中学校

45 72 6 3 （1） 人権を考える講話会の開催（3年で一巡
する計画）

継続 継続 計画どおり実施済
16校（3年目/3年）

計画どおり実施済
16校（1年目/3年）

計画どおり実施済
15校（2年目/3年）

46 74 6 4 （1） 放課後児童クラブを利用する保護者の満
足度

80.0% 85.0% 86.80% 89.4% 89.4%
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